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一､ あけゆく 大空

あかねの 朝の陽

仰ぐ 心は さ やかに晴れて

と も に肩組み 鍛えゆく

生命はつら つ 意気あがる

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

二､ さ みど り 萌えたつ

希望の こ の土

し かと 踏みし め 大気に伸ばす

こ の手 こ の脚躍進の

ちから 溢れて血はおど る

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

三､ 世紀のひかり は

野山に 波路に

う た声たかく こ だま と ひびき

たゆま ぬ努力 技を 練る

行手ほま れの 花かおる

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

( 昭和32年７ 月15日制定)

全国高体連マーク

競技は力であり ､ 進歩は技の練磨にま つ､ 競技者はこ れ

をつつむに明朗な精神をも ってせねばなら ない｡

高体連のマーク を構成し ている 三つのＫ は紅色によ って

浮き 出さ れ若人の情熱を示すド イ ツ 語の頭文字をと った

も のである ｡

KRAFT
ク ラ フ ト

力

KUNST
ク ウ ン ス ト

技

KLARHEIT
ク ラ ル ハ イ ト

明朗な精神

( 昭和25年制定)

― 3 ―

高 体 連 の 歌

一､ あけゆく 大空

あかねの 朝の陽

仰ぐ 心は さ やかに晴れて

と も に肩組み 鍛えゆく

生命はつら つ 意気あがる

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

二､ さ みど り 萌えたつ

希望の こ の土

し かと 踏みし め 大気に伸ばす

こ の手 こ の脚躍進の

ちから 溢れて血はおど る

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

三､ 世紀のひかり は

野山に 波路に

う た声たかく こ だま と ひびき

たゆま ぬ努力 技を練る

行手ほま れの 花かおる

友よ いざつど いなん

高体連 高体連 われら 若し

( 昭和32年７ 月15日制定)

全国高体連マーク

競技は力であり ､ 進歩は技の練磨にま つ､ 競技者はこ れ

をつつむに明朗な精神を も ってせねばなら ない｡

高体連のマーク を 構成し ている 三つのＫ は紅色によ って

浮き 出さ れ若人の情熱を 示すド イ ツ 語の頭文字を と った

も のである ｡

KRA FT
ク ラ フ ト

力

KUNST
ク ウ ン ス ト

技

KLA RHEIT
ク ラ ル ハ イ ト

明朗な精神

( 昭和25年制定)

― 3 ―

高 体 連 の 歌

3



【全日制】

1 済々黌高等学校 28 天草高等学校倉岳校 55 必由館高等学校

2 熊本高等学校 29 牛深高等学校 56 千原台高等学校

3 第一高等学校 30 上天草高等学校 57 九州学院高等学校

4 第二高等学校 31 熊本商業高等学校 58 鎮西高等学校

5 熊本西高等学校 32 球磨中央高等学校 59 真和高等学校

6 熊本北高等学校 33 鹿本商工高等学校 60 開新高等学校

7 東稜高等学校 34 熊本工業高等学校 61 熊本学園大学付属高等学校

8 湧心館高等学校 35 玉名工業高等学校 62 東海大学付属熊本星翔高等学校

9 玉名高等学校 36 小川工業高等学校 63 尚絅高等学校

10 岱志高等学校 37 八代工業高等学校 64 慶誠高等学校

11 鹿本高等学校 38 球磨工業高等学校 65 熊本国府高等学校

12 菊池高等学校 39 天草工業高等学校 66 マリスト学園高等学校

13 大津高等学校 40 熊本農業高等学校 67 ルーテル学院高等学校

14 阿蘇中央高等学校 41 北稜高等学校 68 信愛女学院高等学校

15 小国高等学校 42 鹿本農業高等学校 69 熊本中央高等学校

16 高森高等学校 43 菊池農業高等学校 70 文徳高等学校

17 御船高等学校 44 翔陽高等学校 71 八代白百合学園高等学校

18 甲佐高等学校 45 矢部高等学校 72 秀岳館高等学校

19 宇土高等学校 46 八代農業高等学校 73 玉名女子高等学校

20 松橋高等学校 47 八代農業高等学校泉分校 74 有明高等学校

21 八代高等学校 48 芦北高等学校 75 菊池女子高等学校

22 八代清流高等学校 49 南稜高等学校 76 専修大学玉名高等学校

23 八代東高等学校 50 天草拓心高等学校 77 城北高等学校

24 水俣高等学校 51 盲学校

25 人吉高等学校 52 熊本聾学校

26 人吉高等学校五木分校 53 ひのくに高等支援学校

27 天草高等学校 54 鏡わかあゆ高等支援学校

【定時制】 【通信制】

1 湧心館高等学校 7 熊本工業高等学校 1 湧心館高等学校

2 岱志高等学校 8 八代工業高等学校 2 くまもと清陵高等学校

3 玉名高等学校 3 勇志国際高等学校

4 水俣高等学校 4 クラーク記念国際高等学校

5 人吉高等学校 5 一ツ葉高等学校　熊本キャンパス

6 天草高等学校 6 志成館高等学院

熊本県高等学校体育連盟加盟校一覧
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会 長 大 嶋 康 裕 （ 大 津 ）

飯 田 良 輔 （ 東 海 大 星 翔 ）

柿 下 耕 一 （ 熊 本 工 業 ）

前 田 茂 雅 （ 小 川 工 業 ）

牛 田 卓 也 （ 熊 本 ）

阿 部 英 樹 （ 九 州 学 院 ）

三 津 家 民 也 （ 八 代 東 ）

坂 上 幸 代 （ 北 稜 ）

渡 辺 正 隆 （ 専 大 玉 名 ）

森 田 淳 士 （ 東 稜 ）

理 事 長 池 田 将 文 （ 体 育 保 健 課 ）

川 端 健 聖 （ 東 稜 ）

齊 藤 充 史 （ 学 園 大 付 属 ）

安 永 卓 仁 （ 済 々 黌 ）

中 川 太 志 （ 鹿 本 ）

髙 島 智 （ 第 一 ）

野 川 久 美 （ 東 海 大 星 翔 ）

德 井 清 明 （ 岱 志 ）

平 山 浩 継 （ 大 津 ）

松 岩 隆 介 （ 松 橋 ）

田 川 尚 美 （ 八 代 清 流 ）

後 藤 美 博 （ 天 草 ）

池 本 孝 政 （ 南 稜 ）

原 民 生 （ 湧 心 館 ）

三 原 知 幸 （ ひ の く に ）

会 計 瀬 戸 眞 由 美 （ 県 高 体 連 ）

令和4年度熊本県高等学校体育連盟役員

常 任 理 事

理 事

副 会 長

校 長 理 事

監 事

副 理 事 長
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種目

陸 上 三 津 家 民 也 （ 八 代 東 ） 平 山 浩 継 （ 大 津 ）

駅 伝 田 中 篤 （ 玉 名 ） 吉 野 宏 幸 （ 北 稜 ）

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 原 田 茂 （ 球 磨 工 業 ） 中 島 健 （ 開 新 ）

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 飯 田 良 輔 （ 東 海 大 星 翔 ） 友 川 一 久 （ 必 由 館 ）

ﾗｸﾞﾋﾞｰ 前 田 茂 雅 （ 小 川 工 業 ） 門 脇 永 記 （ 熊 本 西 ）

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 西 村 和 久 （ 天 草 工 業 ） 谷 脇 晋 （ 天 草 工 業 ）

ﾃ ﾆ ｽ 打 越 博 臣 （ 湧 心 館 ） 八 尋 貴 幸 （ 御 船 ）

卓 球 城 野 実 （ 必 由 館 ） 浦 野 誠 也 （ 天 草 拓 心 ）

相 撲 竹 下 文 則 （ 文 徳 ） 本 田 浩 二 （ 文 徳 ）

水 泳 木 原 徹 （ 牛 深 ） 山 川 勝 也 （ 菊 池 ）

ｻ ｯ ｶ ｰ 中 村 洋 介 （ 天 草 拓 心 ） 厚 晴 仁 （ 学 園 大 付 ）

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 本 山 幸 広 （ 球 磨 中 央 ） 浦 上 智 行 （ 八 代 工 業 ）

体 操 古 閑 千 尋 （ 翔 陽 ） 田 中 孝 典 （ 翔 陽 ）

ﾀ ﾞ ﾝ ｽ 森 田 淳 士 （ 東 稜 ） 中 元 愛 理 （ 東 稜 ）

柔 道 大 嶋 康 裕 （ 大 津 ） 髙 山 廣 茂 （ 菊 池 農 業 ）

剣 道 石 村 秀 一 （ 鹿 本 ） 原 川 博 光 （ 必 由 館 ）

弓 道 村 木 祐 二 （ 八 代 工 業 ） 光 永 裕 二 （ 八 代 工 業 ）

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 奥 園 栄 純 （ 菊 池 ） 三 村 圭 司 （ 翔 陽 ）

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 坂 上 幸 代 （ 北 稜 ） 髙 村 誠 也 （ 玉 名 工 業 ）

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ 田 畑 淳 一 （ 熊 本 農 業 ） 山 村 哲 也 （ 熊 本 工 業 ）

空 手 道 草 野 貴 光 （ 芦 北 ） 村 田 克 彦 （ 文 徳 ）

馬 術 石 川 正 （ 菊 池 農 業 ） 中 島 貴 弘 （ 翔 陽 ）

ﾎ ﾞ ｰ ﾄ 伊 藤 良 高 （ 学 園 大 付 ） 内 藤 竜 一 （ 学 園 大 付 ）

登 山 伊 藤 敏 幸 （ 慶 誠 ） 髙 村 哲 哉 （ 慶 誠 ）

自 転 車 南 弘 一 （ 千 原 台 ） 安 達 健 太 郎 （ 九 州 学 院 ）

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 橋 口 英 伸 （ 八 代 農 業 ） 野 田 真 一 郎 （ 鹿 本 農 業 ）

ﾚｽﾘﾝｸﾞ 鶴 田 栄 一 （ 玉 名 工 業 ） 宮 本 慶 太 （ 小 川 工 業 ）

ﾎ ｯ ｹ ｰ 藤 本 浩 明 （ 小 国 ） 松 﨑 光 太 郎 （ 小 国 ）

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ 田 中 満 生 （ 開 新 ） 山 西 孝 起 （ 開 新 ）

なぎなた 粟 谷 雅 之 （ 熊 本 西 ） 齊 木 香 里 （ 熊 本 西 ）

ｱｰﾁｪﾘｰ 坂 井 誠 （ 八 代 清 流 ） 毛 利 侑 太 郎 （ 東 海 大 星 翔 ）

ﾖ ｯ ﾄ 横 川 修 （ 宇 土 ） 竹 下 勝 明 （ 宇 土 ）

ｶ ﾇ ｰ 中 川 泰 （ 人 吉 ） 大 瀬 修 平 （ 人 吉 ）

日本拳法 酒 井 一 匡 （ 阿 蘇 中 央 ） 最 上 哲 （ 翔 陽 ）

少林寺拳法 鶴 山 克 郎 （ ル ー テ ル ） 西 本 紘 大 （ ル ー テ ル ）

ｽ ｷ ｰ 柗 本 一 弥 （ 熊 本 農 業 ）

定 通 打 越 博 臣 （ 湧 心 館 ） 興 梠 信 幸 （ 湧 心 館 ）

調査研究 牛 田 卓 也 （ 熊 本 ） 伊 藤 勝 之 （ 熊 本 ）

専門部長 専門委員長

令和４年度　熊本県高等学校体育連盟
専門部長・専門委員長一覧
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副委員長 池 田 祐 一 （ 熊 本 北 ） 副委員長 早 野 将 史 （ 熊 本 農 業 ）
原 田 恭 宏 （ 熊 本 西 ） 専門委員 木 村 純 （ 菊 池 農 業 ）
松 田 純 一 （ 必 由 館 ）
大 城 戸 靖 雄 （ 玉 名 ）
本 山 幸 憲 （ 玉 名 工 業 ） 副委員長 米 田 拡 二 （ 熊 本 西 ）
富 﨑 慧 成 （ 天 草 工 業 ） 柳 田 由 郎 （ 玉 名 ）

宮 部 美 江 （ ル ー テ ル ）
長 野 光 洋 （ 国 府 ）

副委員長 楠 晃 治 （ 千 原 台 ） 増 田 勉 （ 湧 心 館 ）
木 村 龍 聖 （ 開 新 ） 池 田 裕 二 郎 （ 東 稜 ）
増 浪 誠 （ 熊 本 農 業 ） 長 尾 彬 永 （ 八 代 工 業 ）
村 本 崇 司 （ 東 稜 ）
河 田 透 （ 御 船 ）
山 﨑 圭 三 （ 宇 土 ） 副委員長 安 尾 仁 孝 （ 天 草 拓 心 ）

野 口 慶 （ 翔 陽 ）
古 閑 健 士 （ 鹿 本 ）

副委員長 西 村 友 成 （ 球 磨 工 業 ） 正 田 浩 之 （ 熊 本 国 府 ）
宮 本 紘 希 （ 文 徳 ） 藤 井 俊 寬 （ 慶 誠 ）
野 川 久 美 （ 東 海 大 星 翔 ） 田 中 祐 貴 （ 八 代 工 業 ）
藤 永 智 幸 （ 東 稜 ） 富 永 圭 一 （ 八 代 工 業 ）
山 下 耕 史 （ 玉 名 工 業 ）
藤 原 樹 （ 上 天 草 ）
吉 永 寿 美 子 （ 八 代 白 百 合 ） 副委員長 仮 屋 宏 （ 玉 名 女 子 ）

宮 川 道 隆 （ 文 徳 ）
門 松 浩 孝 （ 熊 本 商 業 ）

副委員長 横 田 大 典 （ 第 一 ） 高 田 芳 樹 （ 熊 本 工 業 ）
西 村 香 織 （ 東 海 大 星 翔 ） 川 田 洋 祐 （ 熊 本 工 業 ）
佐 藤 勝 利 （ 第 二 ） 吉 本 誠 （ 玉 名 工 業 ）
渡 邉 幸 樹 （ 大 津 ） 石 橋 光 雄 （ 球 磨 中 央 ）
上 原 裕 樹 （ 八 代 清 流 ）
有 馬 信 太 （ 八 代 農 業 ）
岩 下 盛 大 （ 翔 陽 ） 副委員長 園 田 孝 光 （ 翔 陽 ）

一 村 裕 人 （ 学 園 大 付 属 ）
岡 田 由 希 （ 熊 本 信 愛 ）

副委員長 竹 下 敬 介 （ 専 大 玉 名 ） 城 戸 典 子 （ 大 津 ）
岡 村 繁 伸 （ 熊 本 ） 濱 崎 峻 介 （ 南 稜 ）
江 黒 保 （ 東 海 大 星 翔 ） 安 藤 博 明 （ 球 磨 中 央 ）
深 川 雄 貴 （ 開 新 ） 福 田 彩 乃 （ 東 海 大 星 翔 ）

副委員長 平 山 隆 久 （ 熊 本 北 ） 副委員長 徳 川 恵 理 （ 熊 本 商 業 ）
村 中 弘 明 （ 熊 本 中 央 ） 北 野 元 美 （ 八 代 ）
園 田 崇 智 （ 球 磨 工 業 ） 佐 藤 里 彩 （ 翔 陽 ）
梅 野 良 平 （ 人 吉 ） 松 本 浩 香 （ 松 橋 ）
今 泉 克 （ 小 川 工 業 ）
豊 永 大 宗 （ 八 代 工 業 ）

副委員長 園 木 崇 史 （ 熊 本 北 ） 副委員長 穴 井 和 之 （ 阿 蘇 中 央 ）
田 嶋 隆 文 （ 第 二 ） 中 川 太 志 （ 鹿 本 ）
森 光 那 留 虎 （ 学 園 大 付 属 ） 穴 井 亮 平 （ 東 海 大 星 翔 ）
畠 中 大 典 （ 岱 志 ） 北 井 謙 次 （ 開 新 ）
多 治 見 幸 亮 （ 水 俣 ） 永 吉 要 一 （ 球 磨 工 業 ）
稲 津 英 隆 （ 甲 佐 ） 磯 野 克 康 （ 宇 土 ）

副委員長 竹 之 下 康 一 （ 玉 名 工 業 ） 副委員長 芹 川 勝 也 （ 東 海 大 星 翔 ）
井 上 奨 （ 玉 名 女 子 ） 佐 藤 良 一 （ 宇 土 ）
西 山 羊 右 （ 熊 本 工 業 ） 蔵 土 勝 浩 （ 熊 本 商 業 ）
稲 田 哲 大 （ 小 川 工 業 ） 緒 方 有 希 （ 菊 池 女 子 ）
垣 田 桃 代 （ 八 代 工 業 ） 吉 田 智 （ 芦 北 ）
小 松 傑 （ 水 俣 ） 早 瀬 雄 一 （ 鹿 本 ）

５　ラグビー

専門委員

１５　柔道

専門委員

７　テニス

専門委員

１６　剣道

専門委員

８　卓球

専門委員

専門委員

令和４年度　専門委員一覧

３　バレーボール

１０　水泳

１１　サッカー

専門委員

２　駅伝

専門委員

専門委員

１　陸上

専門委員

１２　ソフトボール

専門委員

専門委員

9　相撲

１３　体操

６　ソフトテニス １４　ダンス

専門委員

専門委員

専門委員

４　バスケットボール
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副委員長 松 下 新 之 介 （ 水 俣 ） 副委員長 矢 山 裕 明 （ 北 稜 ）
釘 﨑 哲 男 （ 熊 本 工 業 ） 専門委員 山 方 政 人 （ 玉 名 工 業 ）
橘 勇 一 （ 千 原 台 ）
荒 川 美 紀 （ 人 吉 五 木 ）
富 田 満 秋 （ 鹿 本 ）

副委員長 富 山 英 勝 （ 八 代 清 流 ）
専門委員 林 田 登 之 （ 第 二 ）

副委員長 中 山 裕 介 （ 天 草 工 業 ）
田 原 春 稔 （ マ リ ス ト ）
山 下 愛 叶 （ 城 北 ） 副委員長 太 田 健 二 （ 翔 陽 ）
嘉 古 田 奨 吾 （ 千 原 台 ） 和 田 勝 博 （ 開 新 ）
松 岩 隆 介 （ 松 橋 ） 冨 田 真 実 （ 菊 池 女 子 ）
石 田 啓 三 （ 鹿 本 商 工 ）

副委員長 本 山 幹 子 （ 第 一 ）
副委員長 山 下 雅 史 （ 八 代 東 ） 専門委員 高 藪 美 代 （ 八 代 農 業 ）

権 藤 浩 二 （ 八 代 東 ）
井 村 勝 英 （ 八 代 白 百 合 ）
前 田 尚 史 （ 学 園 大 付 属 ）
福 田 茂 （ ル ー テ ル ） 副委員長 川 口 祐 樹 （ 八 代 清 流 ）
長 谷 川 知 香 （ 熊 本 中 央 ）
永 松 勇 一 郎 （ 玉 名 女 子 ）

副委員長 吉 本 光 浩 （ 宇 土 ）

副委員長 本 田 雅 士 （ 東 海 大 星 翔 ）
林 健 太 郎 （ 熊 本 農 業 ） 副委員長 中 島 佳 香 （ 球 磨 工 業 ）
深 水 泰 博 （ 開 新 ） 専門委員 田 中 亙 （ 水 俣 ）
木 原 正 裕 （ 秀 岳 館 ）
谷 本 和 （ 天 草 工 業 ）
渡 邉 昭 夫 （ 菊 池 ） 副委員長 山 本 孝 博 （ 阿 蘇 中 央 ）

専門委員 牛 田 寿 司 （ 矢 部 ）

副委員長 河 崎 利 信 （ 学 園 大 付 属 ）
森 昭 二 郎 （ マ リ ス ト ）
日 吉 伸 孝 （ 九 州 学 院 ） 副委員長 出 口 利 博 （ 大 津 ）
宮 田 万 記 子 （ 熊 本 工 業 ）
田 中 昇 （ 天 草 拓 心 ）
荒 木 貞 光 （ 小 川 工 業 ）

副委員長 佐 藤 力 （ 菊 池 農 業 ） 副委員長 益 田 哲 寿 （ 熊 本 工 業 ）
専門委員 浜 崎 健 二 （ 南 稜 ） 原 民 生 （ 湧 心 館 ）

朝 岡 隆 （ 玉 名 ）
緒 方 秀 克 （ 水 俣 ）

副委員長 岡 村 将 （ 済 々 黌 ）
専門委員 府 内 智 美 （ 菊 池 ）

副委員長 時 田 剛 二 （ 熊 本 商 業 ）
林 智 貴 （ 済 々 黌 ）
林 健 太 郎 （ 熊 本 農 業 ）

副委員長 平 田 浩 一 （ 開 新 ） 田 代 基 浩 （ 鹿 本 ）
濱 近 大 輔 （ 熊 本 北 ） 栗 原 望 （ 球 磨 中 央 ）
谷 口 誠 一 （ 玉 名 工 業 ） 吉 田 智 （ 芦 北 ）
藤 本 裕 人 （ 人 吉 ）

副委員長 中 田 将 次 （ 千 原 台 ）

副委員長 福 山 誠 （ 第 一 ）
専門委員 坂 田 美 奈 子 （ 上 天 草 ）

１８　ハンドボール

専門委員

30　なぎなた

２９　フェンシング

専門委員
専門委員

１７　弓道

専門委員

２８　ホッケー

２７　レスリング

専門委員

３３　カヌー

３４　日本拳法

３１　アーチェリー

３２　ヨット

３５　少林寺拳法

３７　定通部

３８　調査研究部

専門委員

１９　バドミントン

２６　ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ

２５　自転車

２３　ボート

２４　登山

２２　馬術

２０　ボクシング

専門委員

２１　空手道

専門委員

―
３６　スキー

専門委員
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会 議 名 会 場

4 月 11 日 ( 月 ) 第 １ 回 総 体 検 討 委 員 会 東 京

4 月 26 日 ( 火 ) 第 １ 回 総 体 中 央 委 員 会 東 京

5 月 12 日 ( 木 ) 第 １ 回 基 本 問 題 検 討 委 員 会 東 京

5 月 24 日 ( 火 ) 第 １ 回 理 事 会 東 京

6 月 9 日 ( 木 ) 第 １ 回 評 議 員 会 東 京

7 月 5 日 ( 火 ) 第 １ 回 理 事 長 会 徳 島

7 月 27 日 ( 水 ) 加 盟 団 体 長 会 徳 島

9 月 7 日 ( 水 ) 第 ２ 回 理 事 長 会 東 京

9 月 16 日 ( 金 ) 第 ２ 回 総 体 検 討 委 員 会 東 京

9 月 29 日 ( 木 ) 第 ２ 回 総 体 中 央 委 員 会 東 京

10 月 21 日 ( 金 ) 第 ２ 回 基 本 問 題 検 討 委 員 会 東 京

11 月 22 日 ( 火 ) 全 体 会 議 東 京

12 月 6 日 ( 火 ) 第 ２ 回 理 事 会 東 京

3 月 11 日 ( 土 ) 第 ３ 回 理 事 会 東 京

3 月 11 日 ( 土 ) 第 ２ 回 評 議 員 会 東 京

12 月 5 日 ( 月 ) ～ 12 月 6 日 ( 火 ) 全 国 高 体 連 西 地 域 理 事 長 会 高 知

1 月 12 日 ( 木 ) ～ 1 月 13 日 ( 金 ) 全 国 高 体 連 研 究 大 会 長 野

会 議 名 会 場

4 月 21 日 ( 木 ) ～ 4 月 22 日 ( 金 ) 第 １ 回 理 事 会 大 分

9 月 12 日 ( 月 ) ～ 9 月 13 日 ( 火 ) 第 １ 回 理 事 長 会 大 分

10 月 18 日 ( 火 ) ～ 10 月 20 日 ( 木 ) 第 ２ 回 理 事 長 会 大 分

10 月 19 日 ( 水 ) 専 門 委 員 長 会 大 分

11 月 17 日 ( 木 ) ～ 11 月 18 日 ( 金 ) 第 ３ 回 理 事 長 会 鹿児島

11 月 28 日 ( 月 ) ～ 11 月 29 日 ( 火 ) 第 ２ 回 理 事 会 沖 縄

1 月 26 日 ( 木 ) ～ 1 月 27 日 ( 金 ) 第 ３ 回 理 事 会 大 分

会 議 名 会 場

4 月 6 日 ( 水 ) 第 １ 回 理 事 会 え が お 15:00

4 月 14 日 ( 木 ) 第 １ 回 評 議 員 会 グ ラ ン メ ッ セ 14:00

4 月 20 日 ( 水 ) 第 １ 回 専 門 委 員 長 会 議 え が お 15:00

5 月 19 日 ( 木 ) 県 高 校 総 体 式 典 役 員 会 え が お 15:00

5 月 25 日 ( 水 ) 県 総 体 総 合 開 会 式 代 表 者 会 え が お 15:00

6 月 30 日 ( 木 ) 第 2 回 理 事 会 え が お 15:00

10 月 27 日 ( 金 ) 第 ３ 回 理 事 会 え が お 15:00

11 月 16 日 ( 水 ) 第 ２ 回 専 門 委 員 長 会 議 え が お 15:00

2 月 3 日 ( 金 ) 第 ４ 回 理 事 会 え が お 15:00

2 月 9 日 ( 木 ) 第 ３ 回 専 門 委 員 長 会 議 え が お 15:00

2 月 17 日 ( 金 ) 第 ２ 回 評 議 員 会 未 定 15:00

4 月 4 日 ( 火 ) 令 和 ４ 年 度 監 査 え が お 14:00

期 日

期 日

九州高等学校体育連盟会議

熊本県高等学校体育連盟会議

令和４年度　全国・九州・熊本県高等学校体育連盟会務事業計画

全国高等学校体育連盟会議

その他の会議

期 日
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日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事

1 金 1 日 1 水

2 土 2 月 2 木 　総合開会式リハーサル・準備

3 日 3 火 　　　　　　憲法記念日 3 金 　第５０回県高校総体・総合開会式

4 月
　監査
　（えがお  1５:00～）

4 水 　　　　　　みどりの日 4 土 　　

5 火 5 木 　　　　　　こどもの日 5 日

6 水
　第１回理事会
　（えがお  1５:00～）

6 金 6 月

7 木 7 土 7 火

8 金 8 日 8 水

9 土   9 月 9 木

10 日 10 火 10 金

11 月 11 水 11 土

12 火 12 木
  定通総体代表者・専門委員合同会議
  （湧心館　１４：００～）

12 日 　第７１回県高校定通総体

13 水 13 金 13 月

14 木
　第１回評議員会
　（グランメッセ　14:00～）

14 土 14 火

15 金             　　　　　 15 日 15 水

16 土 16 月 16 木

17 日 　 17 火 17 金

18 月 18 水 18 土
　九州総体（バレーボール・ハンドボール
　　　　　　　　　 柔道・ウエイト）

19 火 19 木
　県総体式典役員会
　（えがお　1５:00～)

19 日

20 水
　第１回専門委員長会
　　（えがお 15:00～）

20 金 20 月

21 木 　第１回九州高体連理事会（大分） 21 土 21 火

22 金 22 日 22 水

23 土 23 月 23 木

24 日 24 火 24 金

25 月 25 水
　県総体式典代表者会
　（えがお　1５:00～)

25 土

26 火 26 木 26 日

27 水 27 金
　定通総体役員打合せ会
　（湧心館　１４：００～）

27 月 　　　

28 木 28 土 　県高校総体（先行開催） 28 火

29 金 　　　　　　昭和の日 29 日 　県高校総体（先行開催） 29 水

30 土 30 月 30 木
第２回理事会
（えがお　15:00～）

31 火

令和４年度熊本県高等学校体育連盟行事
４　月 ５　月 ６　月

備　考 備　考 備　考
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日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事

1 金 1 月 1 木

2 土 2 火 2 金

3 日 3 水 3 土 　

4 月 4 木 4 日

5 火 第１回全国高体連理事長会（徳島） 5 金 5 月

6 水 6 土 6 火

7 木 7 日 7 水 　第２回全国高体連理事長会（東京）

8 金 8 月 8 木

9 土 9 火 9 金

10 日 10 水 10 土

11 月 　 11 木 　　　　　　山の日 11 日

12 火 12 金 12 月 　第１回九州高体連理事長会（大分）

13 水
　　　　　　　　　　　

13 土 13 火

14 木 14 日 14 水

15 金 15 月 15 木

16 土 九州総体（競泳） 16 火 16 金

17 日 　 17 水 17 土

18 月 　　　　　　海の日 18 木 18 日 　　　　

19 火 19 金 　　　　　　　　　　 19 月 　　　　　　敬老の日

20 水 20 土 20 火

21 木 21 日 21 水

22 金 　 22 月 22 木

23 土 　全国高校総体（四国） 23 火 23 金 　　　　   秋分の日

24 日 24 水 24 土

25 月 25 木 25 日

26 火 26 金 26 月

27 水 　全国高体連加盟団体長会（徳島） 27 土 27 火

28 木 　全国高校総体総合開会式（徳島） 28 日 28 水

29 金 　 29 月 29 木

30 土 30 火 30 金

31 日 31 水

令和４年度熊本県高等学校体育連盟行事
７　月 ８　月 ９　月

備　考 備　考 備　考
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日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事

1 土 1 火 1 木

2 日 2 水 2 金

3 月 3 木           文化の日 3 土

4 火 4 金 　 4 日

5 水 5 土
　県高校駅伝競走大会
　（男子第７５回・女子第３８回）

5 月   全国高体連西地域理事長会（高知）

6 木 6 日 6 火

7 金 7 月 7 水

8 土 8 火 8 木

9 日 9 水 9 金

10 月 　　　　　　スポーツの日 10 木 10 土

11 火 11 金 11 日

12 水 12 土 12 月

13 木 13 日 13 火

14 金 14 月 　 14 水

15 土 15 火 15 木

16 日 16 水
  第２回専門委員長会議
　（えがお　15:00～）

16 金

17 月 17 木   第３回九州高体連理事長会（鹿児島） 17 土

18 火 　第２回九州高体連理事長会（大分） 18 金         九州高校駅伝開会式（鹿児島） 18 日

19 水 　九州高体連専門委員長会（大分） 19 土   九州高校駅伝（鹿児島） 19 月

20 木 20 日 20 火

21 金 21 月 21 水

22 土 22 火 　全国高体連全体会議 （東京） 22 木

23 日 23 水 　　　　　　勤労感謝の日 23 金

24 月 24 木 24 土

25 火 25 金 25 日   全国高校駅伝競走大会（京都）

26 水 26 土 26 月

27 木
　第３回理事会
　（えがお　15:00～）

27 日 27 火   全国高校ﾗｸﾞﾋﾞ-ﾌｯﾄﾎﾞ-ﾙ大会（大阪）

28 金 28 月 　第２回九州高体連理事会（沖縄） 28 水

29 土 29 火 29 木

30 日 30 水 30 金

31 月   駅伝代表者会議 31 土

備　考

令和４年度熊本県高等学校体育連盟行事
１０　月 １１　月 １２　月

備　考 備　考
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日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事

1 日 　　　　　　元旦       全国高校ﾗｸﾞﾋﾞ－ 1 水 1 水

2 月 　　　　　　振替休日 2 木 　 2 木

3 火 3 金
　 第４回理事会
　 （えがお　15:00～ ）

3 金

4 水 4 土 4 土

5 木 5 日 5 日

6 金 6 月 6 月

7 土 7 火 7 火

8 日 　 8 水 8 水

9 月 　　　　　　成人の日 9 木
   第３回専門委員長会議
   （えがお　15:00～）

9 木

10 火 10 金 10 金

11 水 11 土 　　　　　　建国記念の日 11 土

12 木 　全国高体連研究大会（長野） 12 日 12 日

13 金 13 月 13 月

14 土 14 火 14 火

15 日 15 水 15 水

16 月 16 木 16 木

17 火 17 金
　第２回評議員会
　（未定　15:00～）

17 金

18 水 18 土 18 土

19 木 　 19 日 19 日

20 金 20 月 20 月

21 土 21 火 21 火 　　　　　　春分の日

22 日 　県ダンス発表会（熊本県立劇場） 22 水 22 水

23 月 23 木 　　　　　　天皇誕生日 23 木

24 火 24 金 24 金

25 水 25 土 25 土

26 木 　第３回九州高体連理事会（大分） 26 日 26 日

27 金 27 月 27 月

28 土 28 火 28 火

29 日 29 水

30 月 30 木

31 火 31 金

令和４年度熊本県高等学校体育連盟行事
１　月 ２　月 ３　月

備　考 備　考 備　考
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5/2８ 5/２９ ６/2 ６/3 ６/4 ６/5 ６/6 ６/7 6/８

土 日 木 金 土 日 月 火 水

えがお健康スタジアム ● ● ● ●

熊本市内高校体育館・城南総合スポーツセンター 他 ● ● ● ●

熊本市内高校体育館　他 ● ● ● ●

県民総合運動公園 ● ● 〇 ● 〇 ● 〇

県民総合運動公園・パークドーム熊本 ● ● ● ● ● ○

県民総合運動公園・城山運動施設　他 ● 〇 ● ● ● ● ○

熊本市総合体育館 ● ● ● ●

県民総合運動公園 ●

競泳 アクアドームくまもと ● ●

水球 熊本高校

県民総合運動公園・大津町運動公園・嘉島町運動公園
県営八代運動公園　他

● ● ● ● ● ● ●

県民総合運動公園・庄口公園 ● ● ● ○ 〇

体操 県立総合体育館 ● ● ●

新体操 県立総合体育館 ● ●

山鹿市総合体育館 ● ● ●

菊池市総合体育館 ● ● ●

植木弓道場 ● ● ●

山鹿市総合体育館 ●

鹿本体育館・鹿央体育館・オムロン　他 ● ● ●

県立総合体育館・熊本市総合体育館 ● ●

大津町総合体育館・益城町総合体育館 ● ● ●

県立総合体育館 ● ● ● ●

植木中央公園体育館 ● ● ●

菊池農業高校馬術場 ● ● ●

菊池市斑蛇口湖ボート場 ● ● ●

南外輪山一帯（御船町・南阿蘇村・西原村） ● ● ● ●

久留米競輪場（トラック）

HSR九州サーキット

八代農業高校ウエイトリフティング場 ●

玉名市総合体育館 ●

小国町林間広場ホッケー場 ●

翔陽高校体育館 ● ● ●

熊本西高校体育館 ●

菊陽杉並木公園スポーツ広場 ● ●

宇土マリーナ ● ●

菊池市斑蛇口湖ボート場 ● ●

熊本武道館 ● ●

熊本武道館 ●

えがお健康スタジアム

九重森林公園スキー場

湧心館高等学校　他

スキー 　１月１７日（土）

●開催日　　〇予備日

相撲

水泳
６月１8日（土）～19日（日）

ソフトボール

体操

柔道

登山

自転車

剣道

駅伝 １１月１５日（土）

日本拳法

フェンシング

カヌー

令和４年度第５０回熊本県高等学校総合体育大会日程

競　技　名 競　　　技　　　会　　　場

陸上競技

大会期間

ラグビー

ソフトテニス

卓球

５月１４日（土）～１５日（日）

バスケットボール

バレーボール

テニス

サッカー

５月21日（土）

定時制通信制 　６月１２日（日）

ウエイトリフティング

レスリング

弓道

ヨット

ホッケー

ハンドボール

バドミントン

ボクシング

空手道

馬術

ボート

少林寺拳法

なぎなた

アーチェリー
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大会名

全九州総体ハンドボール競技
熊本県予選

県下高校ボクシング競技大会

水泳選手権（新人戦）大会

学年別大会

アーチェリー新人大会

熊本県高校新人大会

熊本県高校新人大会

カヌー新人大会

全九州高校新人県予選

テニス新人大会（個人戦）

テニス九州地区大会熊本予選大会（団体戦）

全国高校選手権熊本県予選

県下大会

県下大会

九州新人予選

新人バドミントン競技大会

卓球新人大会

県下高校柔道大会

新人大会

新人大会

ヨット競技大会新人戦

県下高校フェンシング選手権大会

選抜ホッケー大会

１０／８（土）９（日）

県民総合運動公園・植木中央公園　他

テニス（個人）
県民総合運動公園

９／１６（金）

９／２（金）

９／２（金）

文徳高校

水 球
９／１７（土）１８（日）

熊本高校
８／２６（金）

９／１７（土）１８（日）

１０／８（土）９（日）

　　     　       　９／２４（土）２５（日）
　　　　　        １０／１５（土）１６（日）

９／１０（土）１１（日）

９／3（土）4（日）

カ ヌ ー

ソフトボール

体操・新体操

空 手 道

アーチェリー

９／１４（水）

８／２６（金）

９／２（金）

８／１９（金）
９／１１（日）

８／２２（月）

９／９（金）

　　　           １０／２２（土）２３（日）
　　　　　　　　　　　　　 ２９（土）３０（日）
　　           　１１／2５（土）2６（日）
　　　　　　　　　　　　　 １２（土）１３（日）

県民総合運動公園

8／9（火）

菊池市斑蛇口湖ボート場

菊陽町杉並木公園

えがお健康スタジアム
９／１６（金）１７（土）１８（日）

９／2（金）3（土）4（日）

テニス（団体）

陸 上

県立総合体育館

県民総合運動公園・庄口公園

令和４年度　熊本県高等学校体育連盟主催　県下大会一覧

競　　技　　日　　程
競 　技　 会 　場 

アクアドーム

申込締切日

水 泳

グループ

ハンドボール
４／ 　9（土）１０（日）
      １６（土）１７（日）

                  ４／１６（土）
　　　　　　　　　　　　　 ２３（土）２４（日）

３／１４（月）

４／１３（水）

８／５（金）

熊本農業高校
ボ ク シ ング

NO.1

競技種目

山鹿市総合体育館・千原台高校　他
A

B

１０／１５（土）１６（日）

 １０／２２（土）２３（日）

柔 道
１０／15（土）16（日）

１０／4（火）
山鹿市総合体育館

植木弓道場

文徳高校

バドミントン
１０／２９（土）３０（日）

9／30（金）
大津町総合体育館・益城町総合体育館・御船町スポーツセンター

弓 道

相 撲

自 転 車 １０／６（木）
久留米競輪場

１０／８（土）９（日）

１０／１６（日）

E

C

D ラ グ ビ ー

９／２２（木）

ホ ッ ケ ー
１０／１６（日）

１０／７（金）
小国町林間広場

宇土マリーナ

フェンシング
１０／２９（土）３０（日）

１０／７（金）
開新高校

日 本 拳 法
１１／５（土）

ヨ ッ ト
１０／１５（土）１６（日）

１０／７（金）

１０／３（月）
城南総合スポーツセンター

１０／５（水）
熊本武道館

卓球（団体）
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大会名

ウエイトリフティング競技新人大会

県下大会

少林寺拳法競技県下大会

秋季登山大会

県下大会ソフトテニス競技

新人大会

レスリング新人大会

なぎなた新人戦大会

県下高校サッカー大会

県下新人大会

県下大会

第７１回ダンス発表会

県下高校剣道大会

卓球新人個人戦

高校新人大会

A

B

C

D

E

F

G

H

事務局への要項等提出

植木中央公園運動施設体育館

7月中旬

G

H

7月上旬

1月中旬

2月中旬

6月中旬

2月上旬

3月上旬

１２／１（木）

ダ ン ス

剣 道
山鹿市総合体育館

卓球（個人）

加盟校への掲載案内

１０／２９（土）３０（日）

１１／５（土）
菊池農業高校

熊本県民総合運動公園

１０／１９（水）

１０／２１（金）

１０／２８（金）
熊本西高校

１１／２８（月）

　                 １／　７（土）　８（日）
　　                   　１４（土）１５（日）
　　　                   ２１（土）２２（日）２８（土）

１２／９（金）

１／２５（水）

１０／１９（水）

県民総合運動公園・水前寺競技場・県営八代運動公園　他

１／２８（土）
１／６（金）

１０／１１（火）
１０／３０（日）

ウエイトリフティング
八代農業高校

F

な ぎ な た
１１／１３（日）

１１／１１（金）１２（土）１３（日）
１０／１４（金）

未定
登 山

１０／１３（木）
１０／２２（土）２３（日）

１０／１４（金）
熊本武道館

少林寺拳法

令和４年度　熊本県高等学校体育連盟主催　県下大会一覧
NO.２

グループ 競技種目
競　　技　　日　　程

申込締切日
競 　技　 会 　場 

ボ ー ト
菊池市斑蛇口湖

１０／２９（土）

駅 伝

東海大星翔高校・熊本農業高校・大津高校・玉名市総合桃田体育館　他

　                 １／　８（日）１４（土）１５（日）
　                   　　２１（土）２２（日）バスケットボール

バレーボール

サ ッ カ ー

県立総合体育館・熊本市内高校

ソフトテニス
県民総合運動公園・パークドーム

レ ス リ ン グ
小川工業高校

１１／５（土）６（日）

馬 術

１１月下旬 １１月中旬

１／２１（土）２２（日）

２／４（土）

１／２２（日）
１２／２０（火）

１２／２７（火）
１／１４（土）１５（日）

１０月下旬 １０月中旬

熊本県立劇場

9月中旬 ９月上旬

9月上旬 8月中旬

8月上旬
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競技名 大　会　名 開 催 場 所
熊 本 県 陸 上 選 手 権 大 会 えがお健康スタジアム

国 体 予 選 えがお健康スタジアム

県 下 学 年 別 大 会 えがお健康スタジアム

会 長 杯 県立総合体育館　他

県 選 抜 予 選 県立総合体育館　他

南 九 州 大 会 県 予 選 熊本市総合体育館　他

1 年 生 大 会 市内高校体育館　他

ウインターカップ202２熊本県予選 市内高校体育館　他

７ 人 制 大 会 県民総合運動公園

新 人 大 会 県民総合運動公園

国 体 １ 次 選 考 会 県民総合運動公園

１ 年 生 大 会 県民総合運動公園

新 人 大 会 八代市テニスコート

夏 季 テ ニ ス 選 手 権 県民総合運動公園　他

冬 季 ダ ブ ル ス テ ニ ス 選 手 権 県民総合運動公園　他

国 体 １ 次 予 選 県民総合運動公園　他

学 年 別 大 会 熊本市総合体育館

県 選 手 権 大 会 八代トヨオカ地建アリーナ

熊 本 県 選 手 権 水 泳 競 技 大 会 アクアドーム

熊本県秋季選手権水泳競技大会 アクアドーム

熊本県春季選手権水泳競技大会 アクアドーム

 水泳（水球） 水 球 末 弘 杯 県 予 選 熊本高校

サッカー 全国高校サッカー選手権県予選 県民総合運動公園　他

熊 本 県 高 校 選 手 権 大 会 県民総合運動公園

高 校 選 抜 大 会 県 予 選 県民総合運動公園

熊 本 県 体 操 競 技 熊本市総合体育館

新 体 操 選 手 権 大 会 県立総合体育館

新 人 大 会 （ 体 操 ） 県立総合体育館

新 人 大 会 （ 新 体 操 ） 熊本市総合体育館

１１／４（金）５（土）６（日）

１２／２（金）３（土）４（日）

体操・新体操

　４／２３（土）２４（日）

１０／２９（土）３０（日）

　５／１３（金）１４（土）15（日）

　７／３（日）

１０／１５（土）１６（日）

　１／　７（土）　８（日）

　５／２１（土）２２（日）

１０／　１（土）　２（日）
　　　  　８（土）　９（日）
　　 　１５（土）１６（日）
　　 　２２（土）２３（日）
　　 　２９（土）３０（日）
１１／　５（土）　６（日）
　　 　１２（土）１３（日）

１２／１７（土）１８（日）
　１／２１（土）２２（日）

　３／２５（土）２６（日）

１０／　８（土）

１２／　４（日）

　６／２５（土）２６（日）

　１／　７（土）８（日）
　　 　１２（土）１３（日）
　　 　２１（土）２２（日）
　　 　２８（土）２９（日）

　５／　 ７（土）　 ８（日）

　８／　 ６（土） 　７（日）

１０／１５（土）１６（日）

　７／２３（土）
　８／　６（土）７（日）
　　　  　８（月）

ソフトテニス

　４／２３（土）２４（日）

ラグビー

令和４年度熊本県高等学校体育連盟共催大会一覧

バレーボール

バスケットボール

陸上

　４／２３（土）２４（日）

　７／１６（土）１７（日）

　９／　３（土）

　４／１６（土）１７（日）

１０／２９（土）３０（日）
１１／１２（土）

　４／　９（土）１０（日）
　　  　１６（土）１７（日）

　８／２７（土）２８（日）

１０／　９（土）
　　  　１５（土）１６（日）
　　　  ２２（土）２３（日）

開 催 期 日

テニス

卓球

ソフトボール

 水泳（競泳）

No.1
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競技名 大　会　名 開 催 場 所

１ 年 生 大 会 山鹿市総合体育館

全 国 選 手 権 大 会 県 予 選 八代市総合体育館

新 人 大 会 兼 九 州 選 抜 予 選 大会 山鹿市総合体育館

学 年 別 大 会 菊池市総合体育館

選 抜 大 会 熊本市植木弓道場

１ 年 生 大 会 熊本市植木弓道場

遠 的 大 会 南部総合スポーツセンター

九 州 選 抜 大 会 鹿本体育館　他

１ 年 生 大 会 ウイング松橋　他

学 年 別 大 会 市総合体育館　他

新 人 大 会 八代トヨオカ地建アリーナ　他

ボクシング 新 人 大 会 県立総合体育館

火 の 国 旗 空 手 道 優 勝 大 会 熊本市総合体育館

１ ・ ２ 年 生 大 会 未定

国 体 記 念 馬 術 大 会 菊池農業高校

県 選 手 権 大 会 菊池農業高校

県 選 手 権 ト ラ ッ ク 久留米競輪場

県 選 手 権 ロ ー ド ＨＳＲ九州

九 州 大 会 予 選 八代農業高校

全 国 高 校 選 抜 予 選 八代農業高校

ホッケー 新 人 大 会 八代清流高校

国 体 予 選 北稜高校

学 年 別 大 会 玉名市総合体育館

国 体 予 選 開新高校

学 年 別 大 会 開新高校

アーチェリー 県 高 校 選 手 権 大 会 菊陽杉並木公園スポーツ広場

県 高 校 選 抜 大 会 翔陽高校

県 高 校 学 年 別 大 会 阿蘇中央高校清峰校舎

未定

　４／２３（土）２４（日）

　５／１４（土）１５（日）

　９／　３（土）　４（日）

　８／  ３（水）　４（木）
　　  　　５（金）

１１／　５（土）　６（日）
　　  　　７（月）

１０／２７（木）２８（金）
　  　　２９（土）３０（日）

　５／２３（火）２４（水）

　８／２７（土）

　４／２３（土）２４（日）

　５／２９（日）

12／２5（日）

　３／　５（日）

　７／　２（土）

　８／２７（土）

　４／２３（土）
　５／２１（土）
　６／１８（土）

　４／２４（日）

１１／１９（土）

１１／　６（日）

　４／１６（土）

１０／３０（日）
１１／　５（土）　６（日）
  　　　１９（土）２０（日）

令和４年度熊本県高等学校体育連盟共催大会一覧

　７／　９（土）

　１／１４（土）１５（日）

１１／　５（土）　６（日）

開 催 期 日

　９／　３（土）　４（日）

１１／１２（土）１３（日）

ハンドボール

　１／２８（土）

　３／　５（日）

日本拳法

馬術

ウエイトリフティング

レスリング

フェンシング

自転車

空手道

柔道

剣道

弓道

バドミントン

No.２

22



 
 

会     計 

 
 
 
 
 
 
 

 

23



款 項

42,689,395 42,689,395 0

35,675,000 35,249,020 ▲ 425,980

全日制 35,200,000 34,713,600 ▲ 486,400 800 円 × 43392 人

定時制 159,000 192,920 33,920 530 円 × 364 人

特別支援学校 106,000 132,500 26,500 530 円 × 250 人

通信制 210,000 210,000 0 35,000 円 × 6 校

12,013,000 10,825,000 ▲ 1,188,000

加盟校 11,500,000 10,589,000 ▲ 911,000 500 円 × 21,178 人

非加盟校 300,000 236,000 ▲ 64,000 1,000 円 × 236 人

ダンス加盟校 200,000 0 ▲ 200,000 10,000 円 × 0 校

ダンス非加盟校 13,000 0 ▲ 13,000 13,000 円 × 0 校

9,556,000 8,512,000 ▲ 1,044,000

県総体・定通大会 1,984,000 1,984,000 0

全九州大会 200,000 200,000 0

全国大会派遣 4,872,000 3,828,000 ▲ 1,044,000

九州高体連 0 0 0

県ＰＴＡ教育財団法人 1,500,000 1,500,000 0

その他 1,000,000 1,000,000 0

100,000 125,413 25,413

計 100,033,395 97,400,828 ▲ 2,632,567

款 項 予算額 決算額 増減

16,300,000 9,897,095 ▲ 6,402,905

職員費 4,300,000 4,247,396 ▲ 52,604

旅費 7,000,000 2,526,158 ▲ 4,473,842

消耗品費 200,000 108,834 ▲ 91,166

印刷製本費 700,000 494,130 ▲ 205,870

通信費 500,000 359,569 ▲ 140,431

借損料 1,500,000 829,703 ▲ 670,297

表彰費 800,000 285,428 ▲ 514,572

雑費 800,000 640,826 ▲ 159,174

その他 500,000 405,051 ▲ 94,949

37,088,000 28,333,027 ▲ 8,754,973

県総体本部費 2,000,000 813,800 ▲ 1,186,200

県総体専門部費 17,820,000 16,573,633 ▲ 1,246,367

県下大会本部費 400,000 317,615 ▲ 82,385

県下大会専門部費 10,618,000 9,391,516 ▲ 1,226,484

九州大会費 2,350,000 1,050,949 ▲ 1,299,051

地区大会費 3,900,000 185,514 ▲ 3,714,486

1,238,000 1,238,000 0

6,122,000 4,469,600 ▲ 1,652,400

800,000 354,416 ▲ 445,584

380,000 380,000 0

38,105,395 0 ▲ 38,105,395

100,033,395 44,672,138

総収入額 総支出額
97,400,828 44,672,138

- ＝

全国研究大会派遣費・専門委員会旅費

専門委員長活動費

繰越金
52,728,690

合計

費目

会費

参加料

雑収入

前年度繰越金

事務局費

補助金

【支出の部】

賃金・手当・社会保険

調査研究費

専門部活動費

予備費

全国・九州会議、理事会、専門委員会

事務用品

年報、要覧、封筒印刷

電話料、切手、送料

コピー機、電話機リース料、会議室使用料

事業費

優勝記念品、表彰状、優勝旗修理代

備品費、渉外費等

全国大会派遣補助金・全国大会服装補助

銀行利息･スポーツ事業団補助金・県スポーツ協会免税募金還付金等

【収入の部】

補助金

予算額 決算額 増減 備考

令和３年度　県高体連会計決算(令和4年3月31日現在）

熊本県高校総体運営事業補助金

全国総体（夏期・冬季）大会派遣分

熊本地震復興事業基金より

熊本県教育委員会

PTA教育財団助成金

保険料、光熱費、新聞代、HP保守料、IB基本料　

全国高体連・九州高体連・熊本県スポーツ協会負担金

各競技大会運営費

各競技大会運営費

各地区・市内大会運営費
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学校名 人数 金額 学校名 人数 金額 学校名 人数 金額

1 済 々 黌 1228 ¥982,400 27 天 草 603 ¥482,400 53 ひ の く に 104 ¥55,120

2 熊 本 1219 ¥975,200 28 天 草 倉 岳 34 ¥27,200 54 鏡 わ か あ ゆ 115 ¥60,950

3 第 一 1108 ¥886,400 29 牛 深 151 ¥120,800 55 必 由 館 1049 ¥839,200

4 第 二 1216 ¥972,800 30 上 天 草 173 ¥138,400 56 千 原 台 566 ¥452,800

5 熊 本 西 830 ¥664,000 31 熊 本 商 1099 ¥879,200 57 九 州 学 院 1019 ¥815,200

6 熊 本 北 1072 ¥857,600 32 球 磨 中 央 339 ¥271,200 58 鎮 西 561 ¥448,800

7 東 稜 1051 ¥840,800 33 鹿 商 工 297 ¥237,600 59 真 和 494 ¥395,200

8 湧 心 館 258 ¥206,400 34 熊 本 工 1184 ¥947,200 60 開 新 1283 ¥1,026,400

9 玉 名 736 ¥588,800 35 玉 名 工 676 ¥540,800 61 学 園 付 1233 ¥986,400

10 岱 志 91 ¥72,800 36 小 川 工 533 ¥426,400 62 東 海 星 翔 1301 ¥1,040,800

11 鹿 本 514 ¥411,200 37 八 代 工 676 ¥540,800 63 尚 絅 576 ¥460,800

12 菊 池 367 ¥293,600 38 球 磨 工 510 ¥408,000 64 慶 誠 860 ¥688,000

13 大 津 661 ¥528,800 39 天 草 工 541 ¥432,800 65 国 府 1291 ¥1,032,800

14 阿 蘇 中 央 355 ¥284,000 40 熊 本 農 842 ¥673,600 66 マ リ ス ト 546 ¥436,800

15 小 国 152 ¥121,600 41 北 稜 268 ¥214,400 67 ル ー テ ル 987 ¥789,600

16 高 森 87 ¥69,600 42 鹿 本 農 154 ¥123,200 68 信 愛 373 ¥298,400

17 御 船 491 ¥392,800 43 菊 池 農 413 ¥330,400 69 熊 本 中 央 786 ¥628,800

18 甲 佐 85 ¥68,000 44 翔 陽 842 ¥673,600 70 文 徳 1169 ¥935,200

19 宇 土 686 ¥548,800 45 矢 部 127 ¥101,600 71 白 百 合 304 ¥243,200

20 松 橋 260 ¥208,000 46 八 代 農 172 ¥137,600 72 秀 岳 館 1033 ¥826,400

21 八 代 717 ¥573,600 47 八 農 泉 36 ¥28,800 73 玉 名 女 500 ¥400,000

22 八 代 清 流 406 ¥324,800 48 芦 北 238 ¥190,400 74 有 明 554 ¥443,200

23 八 代 東 269 ¥215,200 49 南 稜 405 ¥324,000 75 菊 池 女 113 ¥90,400

24 水 俣 371 ¥296,800 50 天 草 拓 心 418 ¥334,400 76 専 大 玉 名 428 ¥342,400

25 人 吉 698 ¥558,400 51 盲 9 ¥4,770 77 城 北 685 ¥548,000

26 人 吉 五 木 22 ¥17,600 52 熊 本 聾 22 ¥11,660

学校名 人数 金額 学校名 人数 金額 学校名 人数 金額

1 湧 心 館 86 ¥45,580 7 熊 本 工 102 ¥54,060 1 湧 心 館 ¥35,000

2 岱 志 41 ¥21,730 8 八 代 工 24 ¥12,720 2 く ま も と 清 陵 ¥35,000

3 玉 名 36 ¥19,080 3 勇 志 国 際 ¥35,000

4 水 俣 26 ¥13,780 4 ク ラ ー ク ¥35,000

5 人 吉 26 ¥13,780 5 一 ッ 葉 ¥35,000

6 天 草 23 ¥12,190 6 志 成 館 ¥35,000

円 人

円 人

円 人

円 校

令和３年度　会費納入一覧
（全日制）

（定通制） （通信制）

全日制 ¥800 43392 ¥34,713,600

会費（１人あたり） 人数 合計

定時制 ¥530 364 ¥192,920

特別支援 ¥530 250 ¥132,500

通信制 ¥35,000 6 ¥210,000

合計 ¥35,249,020
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加 盟 校 非 加 盟 校 加 盟 校 非 加 盟 校

1 陸 上 578,000 1128 14 381,500 745 9

2 駅 伝 261,500 507 8 171,500 343

3 バ レ ー ボ ー ル 546,500 1075 9 436,500 873

4 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 776,500 1493 30 605,500 1,201 5

5 ラ グ ビ ー 114,500 229 107,500 215

6 ソ フ ト テ ニ ス 458,000 892 12 214,000 428

7 テ ニ ス 233,500 449 9 210,500 421

8 卓 球 280,000 530 15 154,500 297 6

9 相 撲 11,500 23 10,000 20

10 水 泳 265,500 509 11 174,000 330 9

11 サ ッ カ ー 637,500 1225 25 553,500 1,085 11

12 ソ フ ト ボ ー ル 158,500 317 108,000 216

13 体 操 ・ 新 体 操 25,500 51

14 ダ ン ス

15 柔 道 131,000 262 84,000 168

16 剣 道 205,500 397 7 143,500 287

17 弓 道 268,000 514 11 341,000 674 4

18 ハ ン ド ボ ー ル 316,500 633 284,000 552 8

19 バ ド ミ ン ト ン 573,000 1100 23 308,500 605 6

20 ボ ク シ ン グ 26,500 53 24,500 49

21 空 手 道 89,500 175 2 70,000 140

22 馬 術 18,000 36 23,500 47

23 ボ ー ト 54,000 108 33,000 66

24 登 山 19,000 38 25,000 50

25 自 転 車 18,000 36 11,500 23

26 ｳ ｴ ｲ ﾄ ﾘ ﾌ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 3,500 7 7,500 15

27 レ ス リ ン グ 18,500 37 12,500 25

28 ホ ッ ケ ー 35,000 70 33,000 66

29 フ ェ ン シ ン グ 16,500 33 10,000 20

30 な ぎ な た 11,000 22 9,500 19

31 ア ー チ ェ リ ー 11,500 21 1 13,000 24 1

32 ヨ ッ ト 2,000 4 3,000 6

33 カ ヌ ー 22,500 45 23,000 46

34 日 本 拳 法 17,500 35 13,500 27

35 少 林 寺 拳 法 10,500 21 8,500 17

36 ス キ ー 1,500 3

6,216,000 12,078 177 4,609,000 9,100 59

ダンス参加料

参 加 人 数 参 加 校 数

加 盟 校 21,178

非 加 盟 校 236

合 計 21,414

中　　　止

中　　　止

236,000

10,825,000

参加料合計 10,825,000

計

参加料 参加料

10,589,000

令和３年度参加料一覧
県高校総体 県下大会

NO 種目 金額
参 加 人 数

金額
参 加 人 数
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款 項
52,728,690 42,689,395 10,039,295
34,501,500 35,675,000 ▲ 1,173,500

全日制 34,000,000 35,200,000 ▲ 1,200,000 800 円 × 42500 人

定時制 185,500 159,000 26,500 530 円 × 350 人

特別支援学校 106,000 106,000 0 530 円 × 200 人

通信制 210,000 210,000 0 35,000 円 × 6 校

11,363,000 12,013,000 ▲ 650,000
加盟校 11,000,000 11,500,000 ▲ 500,000 500 円 × 22000 人

非加盟校 200,000 300,000 ▲ 100,000 1,000 円 × 200 人

ダンス加盟校 150,000 200,000 ▲ 50,000 10,000 円 × 15 校

ダンス非加盟校 13,000 13,000 0 13,000 円 × 1 校

補助金 9,084,000 9,556,000 ▲ 472,000
県総体・定通大会 1,984,000 1,984,000 0

全九州大会 200,000 200,000 0
全国大会派遣 4,800,000 4,872,000 ▲ 72,000
九州高体連 0 0 0

県ＰＴＡ教育振興財団 1,500,000 1,500,000 0
その他 600,000 1,000,000 ▲ 400,000

100,000 100,000 0

107,777,190 100,033,395 7,743,795

款 項
16,300,000 16,300,000 0

職員費 4,300,000 4,300,000 0
旅費 7,000,000 7,000,000 0

消耗品費 200,000 200,000 0
印刷製本費 600,000 700,000 ▲ 100,000

通信費 500,000 500,000 0
借損料 1,500,000 1,500,000 0
表彰費 800,000 800,000 0
雑費 800,000 800,000 0

その他 600,000 500,000 100,000
35,148,000 37,088,000 ▲ 1,940,000

県総体本部費 3,000,000 2,000,000 1,000,000
県総体専門部費 17,820,000 17,820,000 0
県下大会本部費 400,000 400,000 0
県下大会専門部費 11,078,000 10,618,000 460,000

九州大会費 2,850,000 2,350,000 500,000

地区大会費 0 3,900,000 ▲ 3,900,000
1,739,000 1,238,000 501,000

全国高体連 1,219,000 718,000 501,000
九州高体連 400,000 400,000 0
その他 120,000 120,000 0

5,050,000 6,122,000 ▲ 1,072,000
生徒派遣費 4,800,000 4,872,000 ▲ 72,000

ユニフォーム代補助 250,000 250,000 0
全国総体開催負担金 0 1,000,000 ▲ 1,000,000

700,000 800,000 ▲ 100,000
380,000 380,000 0

48,460,190 38,105,395 10,354,795

107,777,190 100,033,395 7,743,795

全国大会派遣補助

総合開会式参加者補助

南部九州総体開催負担金

令和4年度　県高体連会計予算
【収入の部】

費目
今年度予算額 前年度予算額 増減 備考

前年度繰越金
会費

参加料

【支出の部】

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

九州高体連

県ＰＴＡ教育振興財団

熊本地震復興基金より

雑収入 県スポーツ協会免税募金還付金等

計

事務局費
賃金、手当

全国・九州会議、理事会・専門委員会

事務用品

年報、要覧

電話料、切手、送料

コピー機・電話リース料・会議室使用料

優勝記念品、表彰状、優勝旗修理代

備品費・渉外費等

保険料・光熱費・新聞代・ＨＰ保守費・ＩＢ基本料金等

事業費
総合開会式運営費等

各競技大会運営費

各競技大会運営費

負担金

補助金

水泳（競泳）、柔道、ハンドボール、バレーボール
ウエイトリフティング、本部費

全国高体連

九州高体連

熊本県スポーツ協会

調査研究費 全国研究大会派遣費、県内会議旅費等

専門部活動費 専門部活動費

予備費

合計

今年度予算額 前年度予算額 増減 備考
費目
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専　門　部　名 Ｒ4　予算額 Ｒ3　予算額 増　減

陸 上 1,860,000 1,860,000 0

駅 伝 1,740,000 1,740,000 0

バ レ ー ボ ー ル 575,000 575,000 0

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 835,000 835,000 0

ラ グ ビ ー 275,000 275,000 0

ソ フ ト テ ニ ス 675,000 675,000 0

テ ニ ス 415,000 415,000 0

卓 球 560,000 560,000 0

相 撲 170,000 170,000 0

水 泳 880,000 880,000 0

サ ッ カ ー 890,000 890,000 0

ソ フ ト ボ ー ル 615,000 615,000 0

体 操 835,000 835,000 0

柔 道 584,000 584,000 0

剣 道 485,000 485,000 0

弓 道 295,000 295,000 0

ハ ン ド ボ ー ル 655,000 655,000 0

バ ド ミ ン ト ン 826,000 826,000 0

ボ ク シ ン グ 370,000 370,000 0

空 手 435,000 435,000 0

馬 術 445,000 445,000 0

ボ ー ト 300,000 300,000 0

登 山 370,000 370,000 0

自 転 車 425,000 425,000 0

ｳ ｴ ｲ ﾄ ﾘ ﾌ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 130,000 130,000 0

ホ ッ ケ ー 125,000 125,000 0

レ ス リ ン グ 135,000 135,000 0

フ ェ ン シ ン グ 130,000 130,000 0

な ぎ な た 80,000 80,000 0

ア ー チ ェ リ ー 150,000 150,000 0

ヨ ッ ト 95,000 95,000 0

カ ヌ ー 190,000 190,000 0

ス キ ー 215,000 215,000 0

日 本 拳 法 85,000 85,000 0

少 林 寺 拳 法 70,000 70,000 0

定 通 部 900,000 900,000 0

計 17,820,000 17,820,000 0

令和4年度県高校総体専門部費
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専　門　部　名 Ｒ4　予算額 Ｒ3　予算額 増　減

陸 上 1,135,000 1,135,000 0

駅 伝 500,000 140,000 360,000

バ レ ー ボ ー ル 445,000 445,000 0

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 620,000 620,000 0

ラ グ ビ ー 275,000 275,000 0

ソ フ ト テ ニ ス 360,000 360,000 0

テ ニ ス 385,000 385,000 0

卓 球 255,000 255,000 0

相 撲 135,000 135,000 0

水 泳 555,000 455,000 100,000

サ ッ カ ー 705,000 705,000 0

ソ フ ト ボ ー ル 510,000 510,000 0

体 操 615,000 615,000 0

柔 道 400,000 400,000 0

剣 道 325,000 325,000 0

弓 道 235,000 235,000 0

ハ ン ド ボ ー ル 520,000 520,000 0

バ ド ミ ン ト ン 485,000 485,000 0

ボ ク シ ン グ 170,000 170,000 0

空 手 道 330,000 330,000 0

馬 術 300,000 300,000 0

ボ ー ト 265,000 265,000 0

登 山 225,000 225,000 0

自 転 車 195,000 195,000 0

ｳ ｴ ｲ ﾄ ﾘ ﾌ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 95,000 95,000 0

ホ ッ ケ ー 85,000 85,000 0

レ ス リ ン グ 70,000 70,000 0

フ ェ ン シ ン グ 95,000 95,000 0

な ぎ な た 70,000 70,000 0

ア ー チ ェ リ ー 75,000 75,000 0

ヨ ッ ト 85,000 85,000 0

カ ヌ ー 105,000 105,000 0

ダ ン ス 380,000 380,000 0

日 本 拳 法 38,000 38,000 0

少 林 寺 拳 法 35,000 35,000 0

計 11,078,000 10,618,000 460,000

令和４年度県下大会専門部費
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本　部　費

500,000

500,000

550,000

500,000

500,000

300,000

バレーボール

柔道

令和4年度熊本県開催種目九州大会予算

ハンドボール

ウエイトリフティング

水泳（競泳）

2,850,000予算総額
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熊本県高体連主催大会参加料徴収等について 
１ 大会要項の中に申込方法・申込先・申込期限・参加料払込先等を明記してください。 

～大会要項記載例～ 
参加申込 
（１）申込書類 

         ア 申込用紙     

         イ 参加生徒一覧    ※別紙書式例を参考に専門部で作成 

  （２）申込方法                                

  （３）申込先    ※申込先を明記する） 

（４）申込期限   ※令和〇年〇月〇日（〇）必着 

             

     参加料 

（１）加盟校     ５００円×エントリー数 

     非加盟校 １，０００円×エントリー数 

  （２）納入方法 

ア 参加申込と同時に最寄りの金融機関により、所定の要領で下記口座に払い込

むこと（払込代金は各学校でご負担願います） 

イ 払込先 

口座番号  ○○○○ 

加入者名  熊本県高体連○○○○専門部 

ウ 払込用紙の通信欄に男女別参加者数と総参加者数を明記すること 

 

 

２ 参加料納入の手順 

各参加校 
大会参加申込と同時に最寄りの金融機関から各専門部口座へ払い込む。 

                             （送料は各参加校負担） 

 

                                 

 

 

各専門部 

大会終了後 2週間以内に下記口座に払い込む 

また、別紙様式により加盟校と非加盟校の総参加者数と各学校別支払内訳をそれぞれ

入力し、高体連事務局までメールにて提出する。 

銀 行 名  肥後銀行 稲荷前支店 

                      店  番    １１２ 

                      口座番号   普通預金 ２３１６６２ 

                      口座名義  熊本県高等学校体育連盟 

                                  会 長   大 嶋 康 裕 
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熊本県高等学校体育連盟規約 

 

第１章  名   称 

第１条 本連盟は熊本県高等学校体育連盟と称する。 

 

第２章  目   的 

第２条 本連盟は体育・スポーツ活動をとおして、生徒の競技力向上や相互の

交流を深め、心身ともに健全な生徒の育成を図ることを目的とする。 

 

第３章  事 務 局 

第３条 本連盟の目的遂行のため、事務局を置く。 

 

第４章  組   織 

第４条 本連盟は、連盟の目的及び事業に賛同する県内高等学校等の加盟によ

り組織する。 

 

第５条 本連盟には、評議員会で承認された専門部及び準専門部、並びに特別

委員会を置く。その細則については、別に定めるものとする。 

 

第５章  事   業 

第６条 本連盟は第２章の目的を達成するために下記の事業を行う。 

      １ 高等学校に係る体育・スポーツ大会の開催  

      ２ 高等学校に係る学校体育・スポーツ活動に関する調査研究、広報 

      ３ その他本連盟の目的達成に必要な事業 

 

第６章  役   員 

第７条 本連盟に次の役員を置く。 

          会  長   １ 名 

     副 会 長   ３ 名 

     理事長    １ 名 

     副理事長   ２ 名 

     校長理事   若干名 

         常任理事      若干名 

     理  事   若干名 

     監  事   ２ 名 

     会  計   １ 名 

    その他、会長は評議員会に諮り顧問及び参与若干名を委嘱することが

できる。 
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第８条 評議員は加盟学校の校長及び体育主任等各１名をもって充てる。 

 

第９条 会長、副会長、理事長、校長理事及び監事は役員改選選考委員会を経て

理事会で推挙し、評議員会で承認する。 

   ２ 役員改選選考委員会は、会長、副会長、理事長、校長理事、理事の代表

で構成する。 

 

第１０条 会長は本連盟を代表して会務を統轄し、理事会及び評議員会を招集す

るとともに、その議長となる。 

 

第１１条 副会長は会長を補佐するとともに、会長に事故のある時はその職務を

代行する。 

 

第１２条 理事長は理事の委任により会務全般の遂行にあたる。 

 

第１３条 副理事長は理事の中から会長が委嘱し、理事長を補佐する。 

 

第１４条 校長理事は特別委員会等の会務を処理する。 

 

第１５条 理事は評議員の互選とし、評議員会の決議に基づき会務を処理する。 

 

第１６条 常任理事は理事の中から会長が委嘱する。 

 

第１７条 監事は会計を監督する。 

 

第１８条 会長、副会長、理事及び監事が評議員の中から選出されたときは、こ

れに代わる評議員を選出することができる。 

 

第１９条 会計は会長が委嘱し本連盟の事務及び会計を掌る。 

 

第２０条 会長は顧問及び参与に本連盟の重要事項に関し諮問することができ

る。 

 

第２１条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。補欠役員の任期は前任者の

残任期間とする。役員は任期満了しても後任者が就任するまでの職務

を行う。 
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第 7 章  会  議 

第２２条 会議は出席数及び委任状の提出数を合わせ構成人員の２分の１以上を

もって成立し、議決は出席者の過半数をもって決する。 

 

第２３条 評議員会は会長、副会長、理事長、副理事長、校長理事、常任理事、

理事及び評議員をもって構成する。 

  ２ 評議員会は本連盟の重要事項を決議する。 

 

第２４条 理事会は会長、副会長、理事長、副理事長、校長理事、常任理事及び理

事をもって構成する。 

    ２ 理事会は本連盟諸般の常務を処理する。 

 

第２５条 緊急かつ軽易な事項については、理事会もしくは常任理事会が処理す

ることができる。 

  ２ 常任理事会は会長、副会長、理事長、副理事長及び常任理事をもって構

成する。 

 

第８章  会   計 

第２６条 本連盟加盟校は会費を納入する。 

 

第２７条 本連盟主催大会に参加する生徒は参加料を納入する。 

 

第２８条 本連盟の経費は次の収入をもって充てる。 

      １ 会  費     

       全日制１人                 ８００円 

       定時制１人                ５３０円 

         特別支援学校１人             ５３０円 

       通信制１校             ３５,０００円 

        ２ 参   加   料       

          加盟校参加生徒１人          ５００円 

       非加盟校参加生徒１人   １,０００円 

           ダンス発表会１校    １０,０００円 

 (非加盟校１校１３,０００円) 

       ３ 寄   付   金 

        ４ その他の収入 

 

第２９条 本連盟の会計年度は４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

第３０条 会計年度の終わりに余剰金がある時は翌年度に繰り越す。 
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第３１条 本連盟の予算はその会計年度開始前理事会で編成し、評議員会の承認

を得る。決算はその年度終了後理事の承認を経て評議員会に報告し、

その承認を得る。 

 

第９章  専門部 

第３２条 本連盟事業遂行のため専門部及び準専門部を置く。 

  ２ 各専門部には部長１名、委員長１名、副委員長１名、専門委員若干名を

置く。 

    ３ 準専門部には委員長のみ置くことができる。 

  ４ 任期は２年とし、再任を妨げない。但し専門委員長の再任は原則とし

て３期までとする。補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 

 

第３３条 専門部長は理事会で推挙し評議員会で承認する。専門部長はその専門

部を統轄する。 

 

第３４条 専門委員長は理事会で推挙し評議員会で承認する。 

 

第３５条 専門委員は専門部並びに評議員の推薦により会長が委嘱する。 

 

第 10 章 特別委員会 

第３６条 本連盟の目的を推進するため特別委員会を置く。 

  ２ 特別委員会は規約等検討委員会、安全対策検討委員会、基本問題検討 

委員会とし、必要に応じて設置することができる。 

  ３ 委員会には、本会の役員の中から会長が委嘱した顧問１名、委員長１ 

名、委員若干名を置く。 

 

第 11 章  附   則 

第３７条 （１）本規約は昭和４２年４月から施行する 

       （２）平成１２年４月１日事務局移転に伴い一部改訂 

       （３）平成１４年２月２６日一部改訂 

       （４）平成１５年２月２６日一部改訂 

       （５）平成１７年２月２５日一部改訂 

       （６）平成１９年４月１２日一部改訂 
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熊本県高等学校体育連盟競技会開催規程（基準） 

                         

主 旨  本連盟は、高等学校の生徒の心身の発達段階を考慮し、学業と体育行事な  

    らびに社会的経済的な情勢を配慮し、次のように競技規程を定める。 

 

１ 本連盟が関与する競技会 

  （１）本連盟が主催する競技会 

       ア 熊本県高等学校総合体育大会○○○○競技大会 

          （兼九州大会・全国高校総合体育大会県予選）    

       イ 熊本県高等学校○○○○競技大会（新人・学年・学年別）大会 

   

  （２）本連盟が共催または後援する競技会 

       ア 九州高等学校体育連盟及び全国高等学校体育連盟が承認した国際大 

              会。 

         イ 種目別競技団体が主催する競技会のうち本連盟が認めたもの。 

        ウ その他、別途定める「熊本県高等学校体育連盟共催・後援基準」に従 

              い、本連盟が認めたもの。 

 

２ 競技会開催の目的 

    高等学校教育の一環として、広くスポーツ実践の機会を与え、競技力の向上を図

り、心身の健全な生徒を育成するとともに、生徒相互の親睦を図る目的で開催する

こと。 

 

３ 主催者 

   １ の（１）については、熊本県高等学校体育連盟の主催とし、共同主催とする場

合は、種目別競技団体を加えてもよい。 

 

４  主管 

    熊本県高等学校体育連盟（種目名）専門部 

 

５ 後援 

    種目別競技団体および報道機関 

 

６ 大会役員 

    名誉会長   県教育長 

    名誉副会長  共催競技団体会長（必要があれば） 

    会長     県高体連会長 

    副会長    県高体連副会長 

                県高体連種目専門部長 
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    顧問     県教育委員長、県教育委員、県体育協会長、各競技団体長 

    参与     体育保健課長、県スポーツ協会専務理事、各競技団体理事長 

    大会委員長  県高体連理事長 

    大会副委員長  県高体連各種目専門委員長 

    大会委員     県高体連各種目専門委員 

      ※顧問、参与は共催、後援団体により必要に応じて委嘱する。 

 

７ 大会開催地および会場 

 （１）熊本県高等学校総合体育大会の開催地は原則として熊本市内とし、その他の 

    主催大会の開催地は教育上無理のない地域とする。  

 （２）会場は原則として高等学校とし、特別な場合のみ公共施設等を会場とするこ 

    とができる。 

 （３）主催大会の開催地を変更する場合は理事会に諮り、高体連会長の承認を必要 

    とする。 

 

８ 大会の期間 

    競技日程は生徒の健康管理に留意し、合理的かつ短期間に行うものとする。 

   （１）期間は２日間を原則とする。天候等のため延期の可能性がある種目はあらか 

     じめ予備日を設定する。 

 （２）大会開催日は土曜日、日曜日および祝日を除く休業日とする。 

        天候、会場等のやむをえぬ事情による上記以外の開催は、高体連会長の承認 

     を必要とする。 

 （３）熊本県高等学校総合体育大会は、全種目の同期日開催とし、３日間を原則と 

    する。ただし、登山、バスケットボール、陸上、ハンドボール、卓球、ボク 

    シング、バレーボールは４日間、ラグビー、テニス、ソフトテニス、バドミ 

    ントンは５日間、サッカーは６日間（ただし、参加チーム数が６４以上の場 

    合は７日間）認める。 

 

９ 競技規則 

    原則として、当該年度の日本スポーツ協会種目別競技規則による。 

 

10 競技方法 

 （１）種目別の学校対抗競技とする。 

 （２）競技は原則としてトーナメント戦方式で行う。 

 

11  参加資格 

 （１）学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

 （２）本連盟加盟校の生徒で、当該競技要項により参加の資格を得たもの。 

 （３）年齢は、平成○○年４月２日以降に生まれた者とする。                   
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    ただし、出場回数は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りと 

    する。 

     ※令和４年度県高校総体の「平成○○年」は、平成１５年となる。 

     ※令和４年度新人戦の「平成○○年」は、平成１６年となる。 

      また、「第１学年及び第２学年、またはそれに相当する学年に在籍する生

徒とする。」を追記する。 

 （４）チームの編成において、全日制課程と定時制課程、通信制課程の生徒の混成 

    を認めない。 

 （５）広域通信制高等学校の参加にあたっては、以下のとおりとする。 

     ア 広域通信制高等学校の加盟にあっては、全国高等学校体育連盟が示す 

       「広域通信制高等学校本校及び連携校等の都道府県高体連加盟への加盟 

       について（平成２６年５月２０日全面改定）」を適用する。 

     イ 大会の参加は原則として、熊本県高等学校体育連盟定時制・通信制総合 

       体育大会とする。 

     ウ 運動部活動が教育活動の一環として、日常継続的に顧問教員の指導のも 

       とに適切に行われており、活動時間帯等の運営が適切であること。 

     エ ウに伴い全日制大会参加の特例として、運動部活動が可能な学校に在籍 

       し、かつ日常的に県内で練習等の活動が行われていること。 

 （６）複数校合同チームによる大会参加 

       ア 再編・統合の対象となる学校について認める。 

     イ 少子化に伴う部員不足による複数校合同チームの大会参加は、別途に定 

       める「複数校合同チームの大会参加規程」に従う。 

 （７）転校・転籍後６ヶ月未満（水泳は１年未満）の生徒の参加は認めない（外国 

    人留学生もこれに準ずる）。ただし一家転住等のやむを得ない事由による場 

    合は、高体連会長の認可があれば、この限りではない。 

 （８）参加選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要 

    とする。 

 （９）その他の事項については、全国高等学校体育連盟規程、九州高等学校体育連 

    盟規程の参加資格に準ずる。 

 （10）参加資格の特例 

        ア 上記（１）（２）に定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参 

       加資格を満たすと判断され、県高体連が承認した生徒について、「大会 

       参加資格の別途に定める規程」に従い、大会参加を認める。 

        イ 上記(３)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍す 

       る生徒の出場は、同一競技３回までとする。 

 

12  参加制限 

 （１）団体種目   当該専門部規程による。  

 （２）個人種目   理事会と専門部との協議により決定する。 
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13 引率・監督 

 （１）引率責任者は当該校の教員とする｡また、校長から引率を委嘱された「部活 

    動指導員」（学校教育法施行規則第７８条の２に示された者）も可とする。 

    ただし、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、県高体連会長に事前に 

    届け出る。 

 （２）監督、コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合はスポ 

    ーツ安全保険(傷害、賠償責任保険等)に必ず加入することを条件とする｡ 

 

14 の個人情報の取扱い 

14 の本大会の参加申込書等によって取得した個人情報の取扱いについては、「熊本県 

14 高等学校体育連盟個人情報保護方針」に基づき取り扱う。 

14 のなお、参加申込書の提出をもって、これらの取扱いに関して参加者生徒及びその 

14 保護者の承諾を得たものとして対応する。 

  （１）参加申込書に記載された個人情報の取扱い 

       ア 大会プログラムへ掲載する 

       イ 競技場内でのアナウンス等による照会・コールすることがある  

       ウ 競技場内外の掲示板等に掲示されることがある 

   （２）競技結果(記録)等の取扱い 

      ア 熊本県高等学校体育連盟ホームページで公開することがある  

       イ 大会報告書、熊本県高等学校体育連盟年報、熊本県高等学校体育連盟 

              周年記念誌へ掲載することがある  

       ウ 報道機関等の取材により、新聞等のメディアで公開されることがある 

 

15 の肖像権の取扱い 

15 の本大会における競技者及び指導者並びにその他の関係者の肖像の取扱いについて 

15 は、「公益財団法人全国高等学校体育連盟肖像権の取扱規程」に基づき取り扱う。 

15 のなお、参加申込書の提出をもって、これらの取扱いに関しては、参加者生徒及び 

15 その保護者の承諾を得たものとして対応する。 

 

16  参加申込  

  （１）大会要項に従い、校長の責任において申込む。 

   （２）申込締切、申込先は主管専門部毎に定める。 

 

17  参加料 

  （１）加盟校             １,５００円×エントリー人数  

  （２）非加盟校           １,０００円×エントリー人数 

  （３）ダンス発表会     １校  １０,０００円 

  ※非加盟校 １校 １３,０００円 

  （４）納入方法は、学校毎にとりまとめ、加盟校及び非加盟校ともに参加申し込み 
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    と同時に所定の要領で、指定口座に振り込むこと。 

 

18  表  彰 

  （１）６位までを入賞とし、団体は３位まで、個人種目は６位までに賞状を授与す 

        ることができる。 

  （２）団体優勝には優勝旗を授与する。  

19  プログラム 

19  プログラムは無料配布とし、広告は掲載しない。 

   ※１００円募金（スポーツ協会）を活用する。 

 

20  大会経費 

  （１）各専門部の事業費でまかなうものとする。 

  （２）経費の支出については、「熊本県高体連申合せ事項」に基づいて行うこと。 

 

21  参加上の注意 

 （１）参加選手は、熊本県スポーツ災害見舞金、またはスポーツ傷害保険に加入し 

    ていることが望ましい。 

 （２）競技中に生じた疾病、傷害は主催者（主管専門部）で応急手当等を行う。 

 

22  主催競技会の実施要項 

 （１）実施要項作成に当たっては、別途に定める｢熊本県高体連競技会実施要項基 

    準｣による｡  

 （２）主催競技会の通知については、次の様式により行う｡ 

     ア Ａ４用紙縦置きで作成し、左綴じとする｡ 

     イ 原則として裏表印刷で作成する｡ 

 

附  則 

１ 本連盟加盟校がこの規程に違反またはその恐れがあると理事会が認めた場合は、 

 熊本県高体連はこれらを指導することができる。 

２ 上記以外にかかわる事項に関しては理事会において処理する。 

 

        平成１９年 ３月一部改訂 

            平成２２年 ３月一部改訂 

      平成３０年１１月一部改訂 

      令和 ２年 ６月一部改訂 

      令和 ４年 ４月一部改訂 

43



 

複数校合同チームの大会参加規程 
                                                      熊本県高等学校体育連盟 

 熊本県高等学校体育連盟(以下「県高体連」という。)が主催する大会への複数校合

同によるチームの参加について、教育的配慮のもと、運動部活動の振興及び活性化等

の見地から、次のように定める。 

 

１ 学校の再編・統合に伴う複数校合同チームの大会参加について 

（１）再編・統合の対象となった学校の部同士が合同チームを組み、大会へ参加す 

   ることを認める。ただし、再編・統合の予定があっても、単独チームでの出

場も可とする。 

（２）１人の選手が、単独チームと合同チームの両方からの大会出場はできない。 

 

２  部員不足等に伴う複数校合同チームの大会参加について 

   部員不足等に伴う複数校合同によるチームの参加については、次の事項を確認し 

 参加の可否を検討する。 

（１）大会参加を認めるための要件 

  ア  複数校合同チームでの参加を希望する関係学校長の参加要望があること。 

  イ  当該合同チームの大会参加について、専門部からの参加要望があること。 

  ウ  当該合同チームの大会参加について、大会に参加する他校（チ－ム）の承諾 

     があること。 

  エ  当該合同チームの協会主催大会等における大会参加の実績があること。 

  オ 合同チームを構成する学校は同一地区に所在するなど、近隣校同士であるこ 

    とを原則とする。 

  カ 当該合同チームを構成する学校の部活動が、合同練習等、日頃の活動におい 

    て計画的に合同で活動していること。 

（２）大会参加を認める範囲 

 ア 県高等学校総合体育大会等、全九州高等学校体育大会及び全国高等学校総合 

   体育大会の予選大会となる県高体連主催大会については、勝敗にかかわらず 

   １回戦及び予選のみの参加とする。なお、結果記録等の取扱いは競技特性を 

   考慮して、各専門部の判断にゆだねる 

 イ 地区大会等への県高体連主催大会参加については、参加を認める範囲等につ 

   いて個別に審議するものとする。 

（３）複数校合同チームによる大会参加申請の手順 

複数校合同チームによる大会参加の申請は下記の手順による。 

  ア 複数校合同チームによる大会参加を希望する学校は、当該校長の連名による 

    大会参加申請書に必要な資料を添え、参加申込締切１週間前までに当該専門 

    部に提出すること。 

  イ 大会参加申請のあった専門部は、参加の可否に関する専門部としての見解を 

    添え、遅滞なく県高体連会長にその旨を報告すること。 

  ウ 大会参加申請を受けた県高体連は、速やかにその内容を検討し、参加の可否 

    を判断する。 

  エ 大会参加が適当と判断された場合、県高体連は速やかに別記様式による「参 

    加承認書」を当該校長に送付する。 
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大会参加申請書 
 

 

     下記のとおり複数校合同チームによる大会参加を申請いたします。 

 

記 

 

 １ 大会名 

 

 ２ 合同チーム構成校 

    ○○○○○○高等学校      住所 

     △△△△△△高等学校      住所 

       

 ３ 合同チームによる大会参加を希望する理由 

    ○○○○○○高等学校 

     ※現部員数及び学年、男女別等部員構成の詳細など、合同チームによる大会 

    参加を希望する理由を、学校毎に具体的に記載すること。 

    △△△△△△高等学校 

     ※現部員数及び学年、男女別等部員構成の詳細など、合同チームによる大会 

     参加を希望する理由を、学校毎に具体的に記載すること。 

 

 ４ 添付資料 

   (１) 当該運動部の年間活動計画等 

   (２)  大会参加実績 

   (３)  合同チーム選手名簿等 

  (４) その他必要な資料を添付のこと 

 

 

 

       熊本県高等学校体育連盟 

       会長  ○ ○ ○ ○    様 

 

 

                          令和 年 月 日 

 

               ○○○○○○高等学校長  ○ ○ ○ ○  (印) 

 

               △△△△△△高等学校長  ○ ○ ○ ○  (印) 
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大会参加承認書 
 

 

     申請がありました合同チームによる大会参加について、下記のとおり参加を 

    承認します。 

 

記 

 

 １ 大会名 

 

 

 

 ２ 合同チーム参加校 

 

    ○○○○○○高等学校          住所 

 

     △△△△△△高等学校          住所 

 

 

 ３ 承認に当たっての条件 

 

 

 

 

 

   ○○○○○○高等学校長  ○ ○ ○ ○  様 

 

   △△△△△△高等学校長  ○ ○ ○ ○  様 

 

     

  

 

 

 

 

                               令和 年 月 日 

 

                                 熊本県高等学校体育連盟 

                                  会長  ○ ○ ○ ○    (印) 
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大会参加資格の別途に定める規程 

 

                                        熊本県高等学校体育連盟 

 

１  特別支援学校・高等専門学校・専修学校・各種学校に在籍し、全九州

高等学校体育大会、全国高等学校体育大会熊本県予選大会に参加を認め

られた生徒であること。 

 

２  以下の条件を具備すること。 

 （１）大会参加を認める条件 

ア  全国・九州・熊本県高体連の目的及び永年にわたる活動を理解し

それを尊重すること。 

イ  参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種

学校にあっては、学齢・修業年限ともに高等学校と一致している

こと。また、連携校の生徒による混成は認めない。 

ウ  各学校にあっては、熊本県高体連の予選会からの出場が認められ 

九州・全国大会への出場条件が満たされていること。 

エ   各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的

に顧問教員の指導のもとに適切に行なわれており、活動時間帯が

高等学校に比べて、著しく均衡を失していず、運営が適切である

こと。 

 （２）大会に際して守るべき条件 

    ア   全国・九州・熊本県高等学校体育連盟競技会開催規定基準要項を

遵守し、競技種目大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の

円滑な運営に協力すること。 

    イ   大会参加に際しては、当該校の教員が引率するとともに、万一の

事故の発生に備えて傷害保険に加入しておくなど、万全の事故対

策に講じておくこと。 

    ウ   大会開催に要する経費については、大会運営費総額分に見合う額

を参加料として、応分の負担をすること。 
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熊本県高等学校体育連盟表彰規程 

 
第１条 熊本県高等学校体育連盟（以下「県高体連」と称する。）では、表彰に関する規程を次の通り定

めその該当者に対し表彰する。 

 

第２条 この規程は、県高体連の普及振興に功績があった者及び優秀な成績を収めた監督や選手などに対

し、その功績と栄誉を讃え表彰を行う事を目的とする。 

       

第３条 前条に定める受賞者の候補者は、次の各号から推薦する。 

 （１）県高体連役員 

 （２）全国規模の大会における優勝監督または指導者  

 （３）優秀な成績を収めた選手 

 

第４条 表彰者は理事会の承認を経て、評議員会に報告する。 

 

第５条 表彰は、評議員会または各校で行う。 

 

第６条 本規程表彰候補者推薦の基準は次の号に定める。 

 （１）次の県高体連役員が退任の際には表彰する。原則として重複表彰はしない 

   ア  会   長  

    イ  副 会 長 

    ウ  理 事 長 

    エ  理事(校長理事、副理事長、常任理事を含む)  ２期以上 

    オ  専門委員長                    ３期以上 

    カ  その他、特に功績のあった者 

 （２）全国規模の大会における優勝監督または指導者  

   ア 全国総体・国体・全国選抜大会における優勝監督または学校長の認めた指導者 

 イ その他、特に功績のあった者 

 （３）優秀な成績を収めた選手 

   ア 特別表彰 

     ① 全国高等学校体育連盟が主催する全国総体で、優勝したチーム及び個人。 

※全国高校駅伝大会における区間賞含む。 

    ② 全国高等学校体育連盟が共催する全国大会で、優勝したチーム及び個人。 

     ③ 国民体育大会で優勝したチーム及び個人。 

   イ 県高校総体連続優勝表彰 

     ① 熊本県高等学校体育連盟が主催する熊本県高等学校総合体育大会で、３年間引続き同一種目

において優勝したチーム（学校）及び個人。 

       ② ３年連続優勝以降は、５･８･１０･１２･１５･１８･２０･２２･２５･２８･３０年、以後５

年おきに連続優勝時に表彰を行う。 

   ウ 卒業時表彰 

     熊本県高等学校体育連盟加盟校生徒で、その学校において体育及びスポーツ競技の成績が優秀

と認められた者に対して卒業時に表彰する。（その人数は加盟校生徒数に比例して定める。） 

    

第７条 附 則 

 （１）本規程は昭和５３年２月２８日に制定、施行 

 （２）昭和５７年４月１日一部改訂 

 （３）平成元年４月１日一部改訂 

 （４）平成５年２月１９日一部改訂 

 （５）平成１５年２月２６日一部改訂 

 （６）平成１７年２月２５日一部改訂 

  （７）平成２８年１月２７日一部改訂 

 （８）令和２年２月２０日一部改訂 
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熊本県高等学校体育連盟  

共催・後援基準  

 

 競技会の規模及び日程が、生徒の心身の発達からみて無理がなく、また、学

業及び県高体連の運営にも支障がないよう、教育的に配慮され、かつ、熊本県

高等学校体育連盟の目的に合った大会で、次に掲げる条件を満たす場合は、熊

本県高等学校体育連盟が共催（名義）又は、後援することができる。 

 

１ 共催について 

①期  日 学業に支障のない休業日に実施するよう配慮されていること。 

②経  費 大会運営に関しては、開催競技団体負担とすること。 

③大会規模 県下全域にまたがる大会であること。 

④加  盟 熊本県高等学校体育連盟に専門部を設けていること。 

⑤回  数 ２回程度とする。 

⑥ 申請手続 関係競技団体は、大会開催の１ヶ月前までに文書をもって申請

すること。 

        申請文書には、大会名・開催期日・会場・主催者・後援者・競

技方法・参加対象・参加人員及び関係経費（運営費概算・参加

料）等を明記すること。 

 

２ 後援について 

  ①期日・②経費・③大会規模・⑤回数・⑥申請手続きについては共催に準ず

る。 

 

３ 共催・後援する大会について 

  ①共催は原則として高校生を参加対象とした大会であること。 

 ②共催する場合、主管に開催県高体連専門部の名を連ねること。 

 ③審判・役員の派遣依頼等の文書は、県内高校関係者には競技団体長名（前

段）、開催県高体連会長名（後段）の連署で依頼すること。 

 ④表彰について 

    熊本県高体連会長名の賞状は作成しない。ただし、熊本県高体連会長名の

連署を必要とし、競技団体で賞状を作成する場合は、この限りではない。 

 ⑤熊本県高体連会長名及び専門部長名による広告依頼はできない。 

 ⑥参加料（共催）については、加重負担にならない範囲(団体２０,０００円、

個人２,０００円以内程度を目安とする。)であること。 
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熊本県高体連申し合せ事項 

 

１ 専門委員会会議 

 （１）場  所  専門委員長校を原則とする。 

 （２）時  間  原則として１３時以降とする。 

 （３）開催依頼  専門委員会開催依頼（別紙様式参照）を２週間前までに事務局にメ

ールで提出すること。（発刊番号） 

  （４）旅 費 等   年２回分支出する。 

 

２ 専門委員長会議 

  全国高体連専門委員長会、九州高体連専門委員長会に派遣する。なお大会時に会議の

ない専門部は別途考慮する。 

 

３  九州高校大会、全国高校大会申込み手続 

  当該種目の選手申込書、参加料、宿泊申込書を専門委員長がとりまとめ、高体連会長

の承認を得て申し込むこと。 

 

４ 大会の開催 

 （１）要項等（別紙様式参照）を事務局にメールで提出する 

 （２）役員委嘱状（別紙様式参照）を事務局にメールで提出する。 

 

５ 大会費振込 

  高校総体費は５月中旬までに、県下大会費は開催の 1 ヶ月前までにグループごとに振

り込む。 

 

６ 大会成績及び決算書提出 

  （１）成績表 

 （２）大会収支決算書（別紙様式参照） 

    ※大会終了後１４日以内に提出する。 

 

７ 優勝旗、楯、杯、保管校を確認しておくこと。 

 

８ 大会費支出基準 

 （１） 審判・役員費  

   ① 交通費 

     高体連関係者 ･････････ 一律 1,000円 

        高体連関係者以外 ･････  一律 1,500円 

     ② 審判手当 

     高体連関係者 ･････････       500円 

      高体連関係者以外･･･････      1,000円 

 <支出凡例> 

  ア  高等学校教職員(以後「高体連関係者」という。)の内、所属校から旅費(交通費、

旅行諸費、日当等)の措置された者には交通費及び審判手当は支給しない。 

   イ 高体連関係者の内、所属校から交通費のみ支給され、旅行諸費、日当等の措置さ

れていない者には審判手当 500 円を支給する。 
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   ウ 高体連関係者の内、所属校から旅費(交通費、旅行諸費、日当等)の措置されてい

ない者には交通費と審判手当として 1,500 円を支給する。(会場から 1.5km 以内の学

校に所属する高体連関係者は審判手当のみの 500 円を支給) 

  エ 高体連関係者以外の者には交通費及び審判手当として 2,500 円を支給する。      

   ※  なるべく高体連関係者（宿泊不要の者）を充当する。 

（2） 補助員費 

      生徒補助員費         600 円 

（3） 昼   食 

     600 円以内を原則とする。 

（4） 会場整理費 

      公立高校（県市立） 半日 3,000 円  全日 5,000 円 

      私立高校      半日 4,500 円  全日 9,000 円 

    ※体育館電気使用の場合、規定により支出する。 

      公共施設      使用規定による。 

           器具等運搬借上料  実費 

（5） 医 務 費 

      学校養護教諭        １日 2,500 円 

      医    師        １日 30,000 円 

      看  護  師        １日 6,000 円 

（6） 宿泊について 

      審判・役員の宿泊については原則として認めない。やむを得ず宿泊を必要とする場

合は大会運営費よりまかなう。 

（7） 上記以外の特別予算については協議する。 

 

10  準専門部の設置について 

（1） 目  的 

      関係諸団体と連携し、高等学校における当該競技の健全な発展を図る。 

（2） 理  由 

      熊本県高体連に専門部のない未普及の競技については、全国高等学校総合体育大会

県予選および、全九州高等学校体育大会県予選等が競技種目別団体において開催され

ている現状がある。熊本県高体連では、このような大会が教育的配慮に基づいて開催

されるよう連絡調整機関として準専門部を設置する。 

（3） 基  準 

      準専門部として必要が出てきたとき理事会で検討し、評議員会の承認を得る。 

（4） 組    織 

    ① 熊本県高等学校○○大会（全国予選・九州予選）の審議および開催についての連

絡調整を図る。 

    ② 委員長１名だけとする。（部長・専門委員は置かない） 

    ③ 委員長は専門部を代表し会務を統括するとともに、本連盟招集の専門委員長会に

出席し意見を述べることができる。 

    ④ 全国・九州大会及び専門委員長会議への旅費等は支給しない。 

    ⑤ 大会運営費については、県高校総体１回分の補助金を一部負担する。 

    ⑥ 大会参加・役員派遣等の公文は高体連会長名で行なう。 

（5） 大会運営 

      「熊本県高等学校体育連盟競技会開催規程（基準）」を遵守する。 
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熊本県高等学校体育連盟 個人情報保護方針 

                                                                    H18,2,24 
       
 「個人情報の保護に関する法律」の施行に伴い、熊本県高等学校体育連盟（以下「本連

盟」という。）は、主事業である高等学校における体育・スポーツの普及・振興を図るう

えで、個人の人格尊重のために個人情報が慎重に取り扱われるべきものであるという基本

理念のもとこの方針を定め、本連盟加盟校及び関係者に周知徹底するとともに、確実に実

行することとする。  
 
１ 本連盟の個人情報保護方針の目的 

  確実な個人情報の保護を実現し、加盟校生徒の利益が損なわれることのないよう、こ

の方針を定める。 
 

２ 個人情報の取り扱いについて 
  本連盟は、個人情報の取り扱いについて個人情報保護のための管理体制を確立すると

ともに、適切かつ慎重に取り扱うものとする。 

 (１) 個人情報の収集について  
     個人情報の収集にあたっては、加盟校を通じて生徒・保護者に対し収集する目的

を明確にし、その目的達成のための必要な範囲内において実施するものとする。   
    なお、本連盟で取り扱う個人情報の収集目的は以下のとおりとする。  
 (２)  収集目的  

ア 加盟校における運動部の指導者、部員の実態を把握し、体育・スポーツの普及・振

興、健康管理、安全対策のために活用するため。 

イ 本連盟の主催する競技大会の円滑な運営のため。 

ウ 全国高等学校体育連盟が主催または共催・後援する競技大会に参加するため。 

エ  九州高等学校体育連盟が主催または共催・後援する競技大会に参加するため。 
オ  大会競技結果の記録・管理を行うため。  
カ  個人情報を統計的に処理するために必要な業務、または各種補助金業務等を行う

ため。  
キ  組織運営上必要な書類の郵送、電話、メール等での連絡のため。  

  (３) 個人情報の利用について  
    収集した個人情報は、上記(２)の収集目的の範囲内で利用するものとする。  
 (４) 個人情報の提供について  
      個人情報を第三者に提供する場合は、上記(２)の収集目的の範囲内でこれを行う 
      ものとする。 なお、上記については加盟校卒業後の生徒に関しても必要に応じ利用 
   することがある。 

    
３ 安全対策の実施について  
    本連盟は、個人情報の正確性及び安全性を確保するために、情報安全管理対策をはじ

めとする安全対策について万全を尽くすものとする。  
       
４ 個人情報に関する法令・規範の遵守と個人情報の保護管理  
    本連盟は、個人情報に関する法令・規範等を遵守するとともに、コンプライアンス・

プログラム(個人情報保護マネジメントシステム)の作成と継続的改善に努める。  
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熊本県高等学校体育連盟競技会実施要項基準 

 

□□〇〇年度 大会名 実施要項 

 

１ 大会名     （熊本県高等学校体育連盟競技会開催規定に則ること。） 

 

２ 主 催          熊本県高等学校体育連盟・熊本県教育委員会 

 

３ 後 援 

 

４ 主 管     熊本県高等学校体育連盟○○○専門部 

 

５ 期 日          □□〇〇年○○月○○日（曜日）から○○月○○日（曜日） 

 

６ 会 場      

 

７ 競技種目 

 

８ 競技日程 

 

９ 競技規則 

 

10  競技方法 

 

11  参加資格 

  (1) 選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

 (2) 選手は、本連盟加盟校の生徒で、当該競技要項により参加の資格をえたもの。 

  (3) 年齢は、令和〇〇年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場回数は同一競技３回ま

でとし、同一学年での出場は１回限りとする。 

  ※１ 令和４年度の○○部分は平成１５年である。 

  ※２ 新人戦においては、下記のとおりとする。 

     「年齢は、令和〇〇年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場回数は同一競技

２    

      回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。第１学年及び第２学年、またはそ

れ 

      に相当する学年に在籍する生徒とする。」 

     なお令和４年度の○○の部分は平成１６年である。 

  (4) チームの編成において、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒の混成を認めない。 

(5) 広域通信制高等学校の参加にあたっては、以下のとおりとする。 

   ① 広域通信制高等学校の加盟にあっては、全国高等学校体育連盟が示す「広域通信制高等学 

     校本校及び連携校等の都道府県高体連加盟への加盟について（平成２６年５月２０日全面 

         改定）」を適用する。 

   ② 大会の参加は原則として、熊本県高等学校体育連盟定時制・通信制総合体育大会とする。 

   ③ 運動部活動が教育活動の一環として、日常継続的に顧問教員の指導のもとに適切に行われ 

         ており、活動時間帯等の運営が適切であること。 

   ④ ③に伴い全日制大会参加の特例として、運動部活動が可能な学校に在籍し、かつ日常的に 

         県内で練習等の活動が行われていること。 

  (6) 複数校合同チームによる大会参加 

     ア 再編・統合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認 

        める。 

   イ 少子化に伴う部員不足による複数校合同チームの大会参加は、別途に定める「複数校合 
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        同チームの大会参加規程」に従う。 

 (7) 転校後６ヶ月未満の生徒の参加は認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし一家転 

  住等のやむを得ない事由による場合は、高体連会長の認可があれば、この限りではない。 

  (8) 参加選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

  (9) その他の事項については、全国高等学校体育連盟規程、九州高等学校体育連盟規程の参加資 

  格に準ずる。 

 (10) 参加資格の特例 

      ア  上記(1)(2)に定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を満たすと判断 

    され、県高体連が承認した生徒について、「大会参加資格の別途に定める規程」に従い、

大会参加を認める。 

      イ  上記(3)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、 

    同一競技３回限りとする。 

     

12  参加制限   

 

13  引率・監督 

  (1) 引率責任者は当該校の教員とする｡また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校 

  教育法施行規則第７８条の２に示された者）も可とする。但し、「部活動指導員」に引率を委

嘱する校長は、県高体連会長に事前に届け出る。 

  (2) 監督、コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合はスポーツ安全保険(傷

害、賠償責任保険等)に必ず加入することを条件とする｡ 

 

14 個人情報の取扱い 

    本大会の参加申込書等によって取得した個人情報の取扱いについては、「熊本県高等学校体育

連盟個人情報保護方針」に基づき取り扱う。なお、参加申込書の提出をもって、これらの取扱い

に関して参加者生徒及びその保護者の承諾を得たものとして対応する。 

 (1)参加申込書に記載された個人情報の取扱い 

     ア 大会プログラムへ掲載する 

イ 競技場内でのアナウンス等による照会・コールすることがある 

ウ 競技場内外の掲示板等に掲示されることがある 

  (2)競技結果(記録)等の取扱い 

     ア 熊本県高等学校体育連盟ホームページで公開することがある 

イ 大会報告書、熊本県高等学校体育連盟年報、熊本県高等学校体育連盟周年記念誌へ掲載す

ることがある 

ウ 報道機関等の取材により、新聞等のメディアで公開されることがある 

  

15 肖像権の取扱い 

  本大会における競技者及び指導者並びにその他の関係者の肖像の取扱いについては、「公益財 

 団法人全国高等学校体育連盟 肖像権の取扱規程」に基づき取り扱う。 

  なお、参加申込書の提出をもって、これらの取扱いに関しては、参加者生徒及びその保護者の 

 承諾を得たものとして対応する。 

 

16  参加申込  

 

17  参加料 

  (1) 加盟校                          ５００円×エントリー人数  

  (2) 非加盟校                     １,０００円×エントリー人数 

  (3) ダンス発表会については１校 １０,０００円  (非加盟校 １校１３,０００円) 

  (4) 納入方法は、各学校でとりまとめ、加盟校及び非加盟校ともに参加申し込みと同時に所定の 

  要領で、指定口座に振り込むこと。 
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18  表  彰 

 

19  諸会議日程 

 

20 新型コロナウイルス感染症拡大防止について 

 

21  その他連絡事項 

  参加上の注意など、｢熊本県高等学校体育連盟競技会開催規程（基準）｣を参照｡ 

 

※主催競技会の実施要項 

(1) 実施要項作成に当たっては、別に定める｢熊本県高等学校体育連盟競技会開催規程（基準）｣に 

 よること｡ 

(2) 主催競技会の通知については、次の様式により行う｡ 

  ｱ) Ａ４用紙縦置きで作成し、左綴じとする｡ 

  ｲ) 原則として両面印刷で作成する｡ 
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                                                    熊高体第  号 

                                                 令和 年 月 日 

 

 関係学校長 様 

 

                                    熊本県高等学校体育連盟 

                                      会 長  ○ ○ ○ ○ 

   令和 年度熊本県高等学校体育連盟〇〇専門部専門委員会の開催に 

   ついて(依頼) 

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係者の出席について御配

意願います。 

 なお、欠席の場合は、〇月〇〇日（ ）までに末尾記載担当まで連絡願います。 

 

記 

 

１ 日  時   令和 年 月 日( ) 午後  時から 

 

２ 場  所   〇〇高等学校 〇〇〇室 

 

３ 専門委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他   旅費については、熊本県高等学校体育連盟で負担いたします。 

 名前 所属 

委員長  〇〇高等学校 

副委員長  〇〇高等学校 

委員  〇〇高等学校 

委員  〇〇高等学校 

委員  〇〇高等学校 

委員  〇〇高等学校 

委員  〇〇高等学校 

連 絡 先 

 熊本県高体連〇〇専門部 

  専門委員長 〇〇 〇〇 

  〇〇高等学校 

  ＴＥＬ： 

  電子メール： 
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借  用  書 

 

 

１ 借 用 物 

借 用 品 目 数量 備   考 

   

   

   

   

   

 

２ 使用目的 

 

 

 

 

 

        上記、正に借用いたしました。 

 

    令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

   熊本県高等学校体育連盟 

     会長   ○ ○ ○ ○    様 

  
 

                   借 用 者                         印 
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(事故報告様式) 

          事 故 報 告 書                      年   月   日 

  熊本県高等学校体育連盟 

   会 長         様 

                                               （         ）専門部 

発信者  

発信日時 令和  年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

報告事項 

(具体的に) 
 

発生日時 令和  年  月  日( ) 午前 ・ 午後  時  分 

発生場所  

状 況  

措置状況  

その他  

関係文書 ありません 別に送ります 一緒に送ります その他 
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（第１号様式） 

 

県立学校体育施設使用許可申請書 

                                 令和  年 月  日  

  熊本県教育委員会   様 

 

                             住  所  熊本市東区平山町２７７６ 

                          申請者           県民総合運動公園陸上競技場内 

                 氏   名  熊本県高等学校体育連盟  

                                          会  長   西 村 浩 二  印    

                                                     

  下記により使用を許可くださるよう申請します。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用団体名   熊本県高等学校体育連盟       競技専門部               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用目的 

及び人員 

  令和  年度                   大会 

                                             名 

使用期間 

 

使用時間 

 令和  年  月   日 （日） 

       

時  分から    時  分まで    （  時間） 

使用施設名 

及び単位 

 ※ 

使用料金 

 

 

 

 

摘   要 

 

 

 

 

連絡責任者 

 

 

高等学校            TEL（   ）   -   

                                       

  

  （備考） 

    １ ※欄は申請者では記入しないでください。 

  ２ 申請者欄の氏名を自署する場合は、押印は不要です。 
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（第１号様式） 

 

学校体育施設使用許可申請書 

                                 令和  年 月  日  

  ○○高等学校長   様 

 

                             住  所  熊本市東区平山町２７７６ 

                          申請者           県民総合運動公園陸上競技場内 

                 氏   名  熊本県高等学校体育連盟  

                                          会  長   西 村 浩 二  印   

                                                      

  下記により使用を許可くださるよう申請します。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用団体名   熊本県高等学校体育連盟       競技専門部               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用目的 

及び人員 

  令和  年度                   大会 

                                             名 

使用期間 

 

使用時間 

 令和  年  月   日 （日） 

       

時  分から    時  分まで    （  時間） 

使用施設名 

及び単位 

 ※ 

使用料金 

 

 

 

 

摘   要 

 

 

 

連絡責任者 

 

 

高等学校            TEL（   ）   -   

                                       

  

  （備考） 

    １ ※欄は申請者では記入しないでください。 

  ２ 申請者欄の氏名を自署する場合は、押印は不要です。 
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令和○○年○○月○○日 

 

熊本県高等学校体育連盟 

 会 長 ○ ○ ○ ○ 様 

 

専門部名            

 

専門部長          印 

 

専門委員長         印 

 

 

【  大  会  名  】 

 

決算報告書 
 

このことについて、収支決算いたしましたので、下記書類を添え

て報告いたします。 

 

記 

 

添付書類 

１ 収支決算書 

２ 支払明細書 

３ 会計証拠書類（領収書） 
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男 子 人

女 子 人

計 人

人

人

高 校 教 職 員 人

そ の 他 人

計 人

競技役員数

大会実績

参加生徒数

補助員数

引率教員数
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1

4

2

3

競 技 団 体 負 担金

計

金 額 説 明Ｎ Ｏ 費 目

県 高 体 連 負 担金

令和 年度 【 大 会 名 】

収支決算書

Ｎ Ｏ 費 目 金 額
説 明
領 収 番 号

1 報 償 費 ・ 謝 金

2
審 判 ・ 役 員 費
補 助 員 費

3 消 耗 品 費

4 食 料 費

5 通 信 ・ 運 搬 費

１　収入の部

２　支出の部

３　残額

１　収入の部　－　２支出の部

計

6 印 刷 製 本 費

7 使 用 料 ・ 賃 借料
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NO,1

領収番号 適 用 費 目 金 額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

合計

日付

支払明細書
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氏　名 所　属 領収印

1 円

2 円

3 円

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

10 円

11 円

12 円

13 円

14 円

15 円

16 円

17 円

18 円

19 円

20 円

円計

〇月〇日　＜ 審判・役員費 ＞　 支 払 明 細 書

領収番号

審判・役員費
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領収番号

氏　名 学校名 領収印

1 円 人 円

2 円 人 円

3 円 人 円

4 円 人 円

5 円 人 円

6 円 人 円

7 円 人 円

8 円 人 円

9 円 人 円

10 円 人 円

11 円 人 円

12 円 人 円

13 円 人 円

14 円 人 円

15 円 人 円

16 円 人 円

17 円 人 円

18 円 人 円

19 円 人 円

20 円 人 円

円 人 円計

〇月〇日　＜ 補助員費 ＞　 支 払 明 細 書

補助員費 人数 合計
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※本用紙右上の“領収番号”と
支払明細書の領収番号が

対応するように番号を記入

※この用紙１枚につき
領収書１部を

のり付けで添付

領 収 書

領収番号
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第   号 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

 熊本県高等学校体育連盟 

 会 長 ○ ○  ○ ○  様 

       

団 体 名 

会長名        印 

      

「              」大会の共催（後援）について(依頼) 

 このことについて、下記のとおり競技大会を開催いたします。 

 つきましては、貴連盟の共催（後援）をよろしくお願い申し上げます。 

記 

大 会 名  

期   日  

会   場  

特記事項  

責任者氏名 

連絡先 
 

＜必ず大会実施要項又は前回の実施要項を添付のこと。＞  

高体連共催（後援）依頼書式例  
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熊本県高等学校体育連盟 

主催大会に係る 

新型コロナウイルス感染症 

拡大防止ガイドライン 
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熊本県高等学校体育連盟主催大会に係る 

新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン 
  熊本県高等学校体育連盟 

1 大会の参加規定 

 （１）部員（マネージャーを含む）の参加は、同意書（別紙１―1）を提出したものに限る。 

    また、顧問等は証明書（別紙１－２）を各専門部に提出する。 

 

2  感染防止対策規定 

 （１）主催者の責任において、下記の感染防止対策を講じる。【主催者対策】 

  ア 大会当日前までに３７．５℃以上の発熱が３、４日続いた日があったり、極度のせき・ 

   倦怠感などの症状があったものについては大会参加及び大会会場への来場を断る。 

 イ  すべての関係者（役員・審判員・補助員・顧問・部員）に、事前の健康観察及び検温を 

  実施させ、３７．５℃以上の発熱者や体調不良者への大会参加及び大会会場への来場を断 

  る。 

 ウ すべての来場者にマスクを着用させ、こまめな手洗い・手指消毒・うがいなどを励行さ 

  せる。また、消毒液を会場入り口等に設置する。 

 エ 役員及び補助員は必要最小限の人員で業務を行う。 

 オ 放送室、記録室が密室、密集にならないよう工夫（人数を減らす、風通しを良くするな 

  ど）し、工夫できない場合はアナウンス等を行わない。 

 カ 大会で使用する施設や用具については適宜消毒を行う。 

 キ 会場内（トイレなど）に感染拡大防止のための表示を行う。 

 ク 報道各社に取材者数を最小限の人数で行うように要請する。 

 ケ ゴミ処理での感染を防止するため、ごみ箱を設置せず、すべてのごみを各自の責任で持 

  ち帰らせる。 

 コ 競技特性に応じた対策については、当該中央団体が示す内容を尊重する。 

 

（２）顧問の責任において、下記の感染防止対策を講じる。【参加校対策】 

  ア 顧問・部員は、大会当日、検温を含めた健康観察を行い、検温確認表（別紙 2）を主催 

   者に提出する。なお、顧問は大会実施中の参加部員の体調管理に努める。 

  イ 検温の結果、３７．５℃以上の熱又は体調不良（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場 

   合）の部員がいた場合は、当該部員の大会参加及び大会会場への来場を自粛させる。 

  ウ すべての部員に移動中など、アップや試合中以外の時間はマスクを着用させ、こまめな 

   手洗い・手指消毒・うがいなどを励行させる。 

  エ ミーティングなどは密集にならないよう配慮し、短時間で済ませる。 

  オ 水分補給は、各自で準備するなどして、コップを共用し飲み回しなどを行わないように 

   する。 

  カ  主催者より部員及び保護者の応援が許可された場合は、入場者名簿（別紙３・４）を提 

   出の上、間隔を２ｍ以上とって観戦するよう指導する。また、大声を出さないようにし、 

   拍手での応援を基本とする。（メガホン・太鼓等の鳴り物禁止） 

  キ バスでの移動は、過密乗車にならないように運行計画を工夫すること。 
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 （３）主催者の責任において、下記の対策を講じる。【大会・学校・報道関係者の対策】 

  ア 来場した大会関係者、学校関係者、報道関係者は会場入口で感染防止チェックおよび入 

   場者名簿（別紙５）への記名を行う。また、必ず検温し、３７．５℃以上の場合は入場を 

   断る。 

  イ  取材は、大会会場外の指定の場所を基本とし、報道関係者とチーム関係者は２ｍ以上離 

   れることとする。 

 

3 関係者から感染者または濃厚接触者が発生した場合の規定 

 （１）大会前及び開催期間中に、関係者（役員・審判員・補助員・顧問・部員）から感染者ま 

   たは濃厚接触者が発生した場合、主催者は大会の実施を再検討し、場合によっては大会の   

   実施を見送る。 

 （２）大会前及び開催期間中に、顧問や部員から感染者または濃厚接触者が発生した場合、  

   学校長は大会の参加を再検討し、場合によっては大会の参加を見送る。 
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別紙１－１ 
 

 

【提出先】保護者から校長へ提出し、各学校で保管 

 

同 意 書 

 
熊本県高等学校体育連盟 ならびに 

学校名                 

校長名                様 

    

   私は、                  大会に参加するにあたり、 

   健康上の問題はありません。 

   同大会の開催要項、感染防止対策ガイドラインに従い、同大会に参加することを 

   同意します｡ 

 

令和   年   月   日 

参加者名                    ㊞ 
 

保護者名                    ㊞ 

              ※自署の場合は、印鑑不要 
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別紙１－２ 
 

 

【提出先】各学校から各競技専門部へ提出し、各競技専門部で保管 

 

熊本県高等学校体育連盟         専門部長 様 

 

証 明 書 

   私は、熊本県高等学校体育連盟加盟校校長の責務に基づき、 

   令和   年度                      大会に参加する 

   すべての者から大会開催要項、感染防止対策ガイドラインに同意する旨の、 

   書面の提出を受けたことを証明します｡ 

 

令和  年   月   日 

学校名                    

校長名                    ㊞ 
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別紙２ 令和　　年　　 月　　 日（　　）

学 校 名

顧　　問

登　録 氏   名 体 温

顧問等 　　． ℃

〃 　　． ℃

〃 　　． ℃

選手 　　． ℃

1 　　． ℃

2 　　． ℃

3 　　． ℃

4 　　． ℃

5 　　． ℃

6 　　． ℃

7 　　． ℃

8 　　． ℃

9 　　． ℃

10 　　． ℃

11 　　． ℃

12 　　． ℃

13 　　． ℃

14 　　． ℃

15 　　． ℃

16 　　． ℃

17 　　． ℃

18 　　． ℃

19 　　． ℃

20 　　． ℃

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

検温確認表【顧問及び選手】

次のような症状があれば☑してください 備　　考

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい
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別紙３ 令和    年　　 月　　 日（　　）

学 校 名

顧    問

登　録 氏   名 体 温

部員 1 　　． ℃

2 　　． ℃

3 　　． ℃

4 　　． ℃

5 　　． ℃

6 　　． ℃

7 　　． ℃

8 　　． ℃

9 　　． ℃

10 　　． ℃

11 　　． ℃

12 　　． ℃

13 　　． ℃

14 　　． ℃

15 　　． ℃

16 　　． ℃

17 　　． ℃

18 　　． ℃

19 　　． ℃

20 　　． ℃

21 　　． ℃

22 　　． ℃

23 　　． ℃

24 　　． ℃

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

検温確認表【応援部員（補助員を含む）】

次のような症状があれば☑してください 備　　考

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい
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枚目

保護者代表者氏名

緊急連絡先

保護者氏名
入場する保護者

の部員氏名
体 温

1 　　． ℃

2 　　． ℃

3 　　． ℃

4 　　． ℃

5 　　． ℃

6 　　． ℃

7 　　． ℃

8 　　． ℃

9 　　． ℃

10 　　． ℃

11 　　． ℃

12 　　． ℃

13 　　． ℃

14 　　． ℃

15 　　． ℃

16 　　． ℃

17 　　． ℃

18 　　． ℃

19 　　． ℃

20 　　． ℃

21 　　． ℃

22 　　． ℃

23 　　． ℃

24 　　． ℃

25 　　． ℃

26 　　． ℃

27 　　． ℃

28 　　． ℃

29 　　． ℃

30 　　． ℃

別紙４ 検温確認表【保護者】

ー　　　　ー

高校　

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

令和　　　年　　　月　　　日（　　）

次のような症状があれば☑してください 備　　考

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい

□ 頭痛　□ せき　□ のどの痛み　□ 息苦しい　□ 体がだるい
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別紙５            日付   ／   （  ） NO    

報道関係者等入場者名簿 
 

 会社名 氏 名 連絡先 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

 ※ 感染症対策のみに使用します。 
必要性がなくなった時点で破棄いたします。 
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全国高等学校体育連盟関係 

 
 
 
 
 
 
 

 

81



23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

徳島市 アスティとくしま ◎

鳴門市 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム ■ ● ● ● ◆

徳島市 とくぎんトモニアリーナ（徳島市立体育館） ◎ ● ● ◆

鳴門市 鳴門・大塚スポーツパークアミノバリューホール ● ● ●

北島町 ＹＧＫドーム（北島北公園総合体育館） ● ●

徳島県教育会館 ○

徳島市球技場第１競技場 ● ● ●

徳島市球技場第２競技場 ● ●

ワークスタッフ陸上競技場（徳島市陸上競技場） ●

鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム ● ● ● ◆

鳴門・大塚スポーツパーク第二陸上競技場 ● ●

鳴門・大塚スポーツパーク球技場 ● ● ● ●

阿南市 徳島県南部健康運動公園陸上競技場 ● ● ●

吉野川市 上桜スポーツグラウンド(吉野川市多目的グラウンド) ● ●

徳島スポーツビレッジピッチＢ ● ● ●

徳島スポーツビレッジピッチＣ ● ● ●

徳島県教育会館 ○

徳島市球技場第１競技場 ● ◆

徳島市球技場第２競技場 ●

鳴門・大塚スポーツパーク第二陸上競技場 ●

鳴門・大塚スポーツパーク球技場 ●

阿南市 徳島県南部健康運動公園陸上競技場 ● ●

吉野川市 上桜スポーツグラウンド(吉野川市多目的グラウンド) ● ●

吉野川市 吉野川市民プラザ ○ ● ● ● ● ◆

徳島市 とくぎんトモニアリーナ（徳島市立体育館） ● ● ●

鳴門・大塚スポーツパークアミノバリューホール ● ● ●

鳴門・大塚スポーツパークソイジョイ武道館 ● ● ●

徳島市 とくぎんトモニアリーナ（徳島市立体育館） ■ ● ● ◆

阿南市文化会館（夢ホール） ○

阿南光高等学校ホッケー場（人工芝） ● ● ● ● ◆

阿南光高等学校ホッケー場（天然芝） ● ●

橘港中浦緑地ホッケー場 ● ● ●

体操 新体操 高松市 高松市総合体育館 ■ ◆

高松市総合体育館 ○ ● ● ● ● ● ◆

高松市香川総合体育館 ● ● ● ●

丸亀市 丸亀市民体育館 ● ● ●

善通寺市 善通寺市民体育館 ● ●

丸亀市 丸亀市民体育館 ○ ● ● ● ◆

善通寺市 善通寺市民体育館 ● ● ●

三豊市 三豊市総合体育館 ● ●

スポーツセンターまんのう ■ ● ● ● □

まんのう町立満濃中学校 ●

ことなみ未来館（幕営地） ● ● ● ●

笠形山、竜王山、大川山 ● ● ●

トラック・レース 高松市 高松競輪場 ■ ● ●

綾川町特設ロードレースコース ●

綾川町Ｂ＆Ｇ綾上海洋センター □

高松市 高松市総合体育館 ○ ● ● ● ◆

丸亀市 Ｐｉｋａｒａスタジアム（香川県立丸亀競技場） ○ ● ◆

丸亀市 丸亀市民体育館 ○ ● ● ◆

坂出市 坂出市府中湖カヌー競技場 ○ ● ● ● ◆

体操 体操競技 松山市 愛媛県総合運動公園体育館 ■ ● ◆

男子 ○ ● ● ● ● ◆

女子 ○ ● ● ● ● ◆

男子 ○ ● ● ◆

女子 ○ ● ● ◆

松山市総合コミュニティセンターメインアリーナ ○ ● ● ● ● ● ◆

愛媛県総合運動公園体育館 ● ● ● ●

愛媛県武道館 ● ● ●

北条スポーツセンター体育館 ● ● ●

松山大学御幸キャンパスアニバーサリーアリーナ ● ●

伊予市 しおさい公園伊予市民体育館 ● ●

松山市 愛媛県武道館 ■ ● ● ● ◆

グリーンピア玉川大ホール ○

玉川湖ボートコース ● ● ● ◆

新居浜市市民文化センター ○

新居浜市市民体育館 ● ● ● ◆

四国中央市 伊予三島運動公園体育館 ○ ● ● ◆

競泳 高知市 高知市東部総合運動場くろしおアリーナ ■ ● ● ◆

飛込 高知市 高知県立春野総合運動公園水泳場 ■ ● ● ◆

水球 高知市 高知市東部総合運動場くろしおアリーナ ■ ● ● ◆

男子 ○ ● ● ● ◆

女子 ○ ● ● ● ◆

高知市 高知県立県民体育館 ■ ● ◆

高知市 高知県立春野総合運動公園体育館 ○ ● ● ◆

高知市 高知県立県民体育館 ■ ● ● ◆

高知県立春野総合運動公園テニス場 ○ ● ● ● ● ● ● ◆

高知市東部総合運動場テニスコート ● ● ●

南国市 南国市立スポーツセンター ○ ● ● ● ● ● ◆

高知市 高知県立春野総合運動公園体育館 ■ ● ◆

和歌山 和歌山市 和歌山ヨットセーリングセンター ○ ● ● ● ◆

23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

高知市

ボクシング

少林寺拳法

ヨット

◎：総合開会式　○：競技種目別開会式　■：競技種目別開会式後競技
●：競技　◆：競技終了後閉会式　□：競技種目別閉会式

空手道

高知

水泳

ソフトボール 高知市 高知県立春野総合運動公園ソフトボール場

相撲

剣道

レスリング

テニス

松山市

柔道

ボート 今治市

ウエイトリフティング 新居浜市

なぎなた

カヌー

愛媛

卓球 宇和島市 宇和島市総合体育館

ソフトテニス 今治市 今治市営スポーツパークテニスコート

ハンドボール

まんのう町

自転車競技
ロード・レース 綾川町

フェンシング

アーチェリー

鳴門市

弓道

ホッケー 阿南市

香川

バスケットボール

高松市

バレーボール 男子

登山

徳島市

鳴門市

板野町

女子

徳島市

鳴門市

徳島

総合開会式

陸上競技

バレーボール 女子

サッカー

男子

バドミントン

令和４年度全国高等学校総合体育大会　競技会場・競技日程

令和3年9月1日 現在

県 競技種目等
会場地
市町

競技会場

7月 8月
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全国高等学校総合体育大会開催基準要項 

 

 

１ 総  則 

  公益財団法人全国高等学校体育連盟（以下「本連盟」という）は、全国高等学校総合体育大会（以下「大会」

という）を開催し、運営するためにこの基準要項を定める。 

 

２ 目  的 

  大会は、教育活動の一環として高等学校（中等教育学校後期課程を含む）生徒に広くスポーツ実践の機会を

与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身とも

に健全な青少年を育成することを目的とする。 

 

３ 主  催 

（１）大会の主催は、本連盟、開催地都道府県、同教育委員会及び関係中央競技団体とする。 

    夏季大会は、開催ブロック都道府県及び固定開催競技種目開催県とする。（総合ポスター等に記載する） 

（２）競技種目別大会については、上記(1)の他に会場地市町村及び同教育委員会を加えることができる。 

なお、協賛企業獲得業務を担当する企業に共催名義の使用を認める。 
 

４ 後  援 

（１）大会の後援は、スポーツ庁・(公財)日本スポーツ協会及び日本放送協会とする。 

（２）競技種目別大会については、上記（１）の他に開催地都道府県体育協会及び会場地市町村体育協会等を加

えることができる。 

 

５ 主  管 

  競技種目別大会の主管は、本連盟当該専門部、開催地都道府県高等学校体育連盟及び関係都道府県競技団体

とする。 

 

６ 協  賛 

  大会の協賛は、本連盟が別に定める「全国高等学校総合体育大会協賛要項」「全国高等学校総合体育大会競

技種目別協賛要項」及び「スポンサーシッププログラムによる協賛要項」による。 

 

７ 大会開催の順序と地域区分 

（１）大会は毎年、夏季・冬季に分けて開催する。 

（２）夏季大会の開催地は、本連盟の定める３地域(東・中・西)ごとに、ブロックの輪番を原則として決定する。 

但し、地域・ブロックの順序決定にあたっては、地域内のブロック数及び都道府県数のバランスを考慮する。 

（３）冬季大会の開催地は冬季総体検討プロジェクトで協議のうえ、競技種目毎に決定する。 

（４）夏季大会は東、中及び西の地域内の順序で開催し、地域内においてもブロックの輪番を原則とする。 

なお、東、中及び西の地域並びにブロックの区分は、別表のとおりとする。但し、冬季大会については適 

用しない。 
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地 域 ブロック 都 道 府 県 

 

東 

北海道 

東 北 

関 東 

北海道 

(北)青森・岩手・秋田/(南)宮城・山形・福島 

(北)茨城・栃木・群馬・埼玉/(南)千葉・東京・神奈川・山梨 

 

中 

北信越 

東 海 

近 畿 

新潟・富山・石川・福井・長野 

岐阜・静岡・愛知・三重 

滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 

 

西 

中 国 

四 国 

九 州 

鳥取・島根・岡山・広島・山口 

徳島・香川・愛媛・高知 

(北部)福岡・佐賀・長崎・大分/(南部)熊本・宮崎・鹿児島・沖縄 

 

８ 大会開催地の決定（夏季大会・冬季大会共通） 

（１）本連盟は、開催ブロック高等学校体育連盟と連携し、開催ブロック都道府県教育委員会及び同高等学校体

育連盟と調整を図り、大会開催５年前までに、それぞれに文書で開催を依頼する。 

（２）依頼を受けた都道府県高等学校体育連盟は、ブロック内の各都道府県高等学校体育連盟と緊密な連絡調整

のうえ、開催地都道府県教育委員会と連署で、原則として大会開催年度の４年前の４月１日から８月末日ま

での間に本連盟会長宛に開催承諾書（別紙様式１）を提出する。 

（３）大会開催地の決定について重大な自然災害等の不測の事態が生じた場合には、開催都道府県教育委員会及

び同高等学校体育連盟と本連盟が別途協議する。 

（４）開催承諾書の受理をもって大会開催地の決定とする。開催承諾書の受理後、速やかに会長よ

り決定通知書を交付する。 

（５）開催ブロック都道府県教育委員会及び同高等学校体育連盟は、大会開催に向け、連絡協議会を設置し、相

互の連絡・調整を図る。但し、固定開催競技種目開催県が開催ブロック内に無い場合は、連絡協議会メンバ

ーから除く。（必要に応じて出席を要請できる）また、互選により「幹事都道府県」を定める。なお、「幹

事都道府県」は、開催ブロック都道府県をとりまとめ、連絡協議会の円滑な運営にあたるものとする。 

 

９ 大会開催時期及び期間    

（１）夏季大会の開催は８月１日から12日まで及び16日から20日までの間を原則とする。 

（２）冬季大会の開催は12月下旬から２月までの間を原則とする。 

（３）競技種目別大会の期間は４日以内を原則とする。ただし、４日を超える場合は、全国高等学校総合体育大

会中央委員会（以下「総体中央委員会」という）の承認を得なければならない。 

（４）国民の祝日等に関係職員に対し勤務を命じることのできない開催都道府県においては、実行委員会がこれ

らの状況を踏まえ、開催時期及び期間を設定する。 

 

10 大会の内容 

（１）競技は次のとおりとする。 

  ア．夏季大会（30競技） 

    陸上競技・体操・水泳・バスケットボール・バレーボール・卓球・ソフトテニス・ハンドボール・サッ

カー・バドミントン・ソフトボール・相撲・柔道・ボート・剣道・レスリング・弓道・テニス・登山・

自転車競技・ボクシング・ホッケー・ウエイトリフティング・ヨット・フェンシング・空手道・アーチ

ェリー・なぎなた・カヌー・少林寺拳法 

※ヨットについては、平成27～36年度の間、和歌山県にて固定開催とする。 

  イ．冬季大会（４競技） 

【別表】 
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    スキー・スケート・駅伝競走・ラグビーフットボール 

※駅伝競走については京都府、ラグビーフットボールについては大阪府にて固定開催とする。 

（２）競技種目別大会は学校対抗戦を原則とするが、個人戦も実施することができる。 

（３）競技種目別大会の参加人員は、総体中央委員会で決定する。 

（４）競技種目別大会の競技会場及び競技用備品･用具については、「全国高等学校総合体育大会開催に係る申

し合わせ事項」に基づき、開催地都道府県実行委員会が本連盟専門部と協議し決定する。 

（５）大会期間中には、大会開催に必要な会議及び直接大会と関わりのある会議のみ開催することができる。 

   但し、直接大会と関わりのない会議を行う場合は、総体中央委員会の承認を得なければならない。その他

の会議の開催は大会運営費と関わりのないものとする。 

 

11 引率・監督 

（１）引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の職員と

する。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第78条の２に示された者）

も可とする。但し、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、都道府県高体連会長に事前に届け出る。 

（２）監督、コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安

全保険等）に必ず加入することを条件とする。 

 

  但し、各都道府県における規程があり、引率・監督者がこの基準より限定された範囲内であればその規程に

従うことを原則とする。 

 

12 大会参加資格 

（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校(中等教育学校後期課程を含む)に在籍する生徒であること。

但し、休学中、留学中の生徒を除く。 

（２）選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、当該競技専門部に登録し、当該競技実

施要項により全国大会の参加資格を得たものに限る。但し、都道府県高体連に専門部が設置されていない種

目については、加盟校の生徒であることとする。 

（３）年齢は、＿＿年４月２日以降に生まれたものとする。（＿＿部分の数字は開催当該年度－19となる） 

但し、出場は同一競技３回までとし、同一学年での同一競技出場は１回限りとする。（「出場」とは登録

やエントリーではなく、試合への出場回数をさし、専門部が責任を持って調整・確認する。） 

大会参加資格を満たし、日程等が重ならない場合は複数競技への参加を認める。 

（４）チームの編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（５）複数校合同チームの大会参加は認めない。但し、統廃合の対象となる学校については、統廃合完了前の２

年間に限り合同チームによる大会参加を認める。 

（６）転校・転籍後６ケ月未満（水泳は1年）のものは同一競技への参加を認めない。（外国人留学生もこれに

準ずる）但し、一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があればこの限

りでない。 

   大会開始前のエントリー変更期限前に６ケ月が経過し出場資格が発生した場合、団体競技種目や団体戦で

は、エントリー変更のルールがある場合には、そのルールに従って変更を認める。 

（７）出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府県高等学校体育連盟

会長の承認を必要とする。 

（８）参加資格の特例 

  ア．上記（１）（２）に定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を満たすと判断され、都

道府県高等学校体育連盟会長が推薦した生徒について、大会参加資格の別途に定める規程にしたがい大会

参加を認める。 
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  イ．上記（３）の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回

までとする。 

 

【大会参加資格の別途に定める規程】 

 １ 学校教育法第72条、115条、124条及び134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連盟の大会に参加

を認められた生徒であること。 

 ２ 以下の条件を具備すること。 

 （１）大会参加資格を認める条件 

   ア．本連盟の活動の目的を理解し、それを尊重すること。 

   イ．参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修学年限と

もに高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒による混成は認めない。 

   ウ．各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会への出場条件

が満たされていること。 

   エ．各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに

適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失することなく運営が適切であるこ

と。 

 

 （２）大会参加に際し守るべき条件 

   ア．大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事項等にしたがうとともに、大会の円滑な運

営に協力すること。 

   イ．大会参加に際しては、万一の事故の発生に備えて傷害・賠償責任保険に加入しておくなど、万全の事

故対策を講じておくこと。 

   ウ．大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

 

13 大会役員 

  別に定める「大会役員編成基準表・競技種目別大会役員編成基準表」による。 

 

14 高体連マーク、インターハイキャラクター等 

（１）(公財)全国高等学校体育連盟「マーク」（以下「高体連マーク」という）は、昭和 25年に

制定された本連盟標章を使用するものとする。 

（２）高体連マーク、インターハイマスコットキャラクター及びロゴマーク・エンブレムマークは、本連

盟の許可なくしてみだりに商品、商業広告、宣伝等に利用してはならない。 

（３）高体連マークの使用に関しては、『(公財)全国高等学校体育連盟「マーク」使用規程』に

よる。 

（４）インターハイキャラクター等の使用に関しては「インターハイキャラクター等使用規程」による。 

 

15 競技種目別大会の運営 

  競技種目別大会の運営は、本連盟各競技専門部と関係中央競技団体、開催地都道府県実行委

員会とが、密接な連絡をとりながらこれにあたる。 

 

16 実行委員会 

（１）開催地都道府県は大会のために実行委員会を設置する。 

（２）実行委員会の規程には、次の内容を明記する。 

  ア．名称 
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  イ．目的 

  ウ．組織 

  エ．役員 

  オ．管掌内容 

  カ．経理方法 

  キ．その他必要な事項 

（３）実行委員会は、事務局を設ける。 

（４）次の事項については、総体中央委員会の承認を得なければならない。開催ブロック都道府

県で統一できるものは開催ブロック幹事都道府県がまとめて申請する。 

  ア．大会運営の予算及び決算 

  イ．競技施設の計画 

  ウ．総合開会式 

  エ．宿泊要項・弁当調達要項（冬季大会のみ） 

  オ．競技種目別大会実施要項 

  カ．その他総体中央委員会で必要と認める事項（医療要項、個人情報及び肖像権に関する取 

り扱い、諸経費(受益者負担) 等）  

 

（５）次の事項については会長の承認を得なければならない。開催ブロック都道府県で統一でき

るものは開催ブロック幹事都道府県がまとめて申請する。 

なお、会長は承認内容について総体中央委員会に報告する。 

  ア．ブロック開催基本方針（固定競技種目開催県は別途作成）・各都道府県開催基本構想） 

  イ．実行委員会規程・役員 

  ウ．大会愛称・スローガン 

  エ．図案（参加章・ポスター・シンボルマーク・入賞メダル） 

  オ．その他必要と認める事項 

（６）高体連マーク・大会愛称・スローガン・シンボルマーク等の使用については、『(公財)全

国高等学校体育連盟「マーク」使用規程』及び「インターハイキャラクター等使用規程」に基づき、

「取り扱い規程」を作成し、総体中央委員会の承認を得なければならない。開催ブロック都

道府県で統一できるものは開催ブロック幹事都道府県がまとめて申請する。 

（７）開催地都道府県が必要と認める場合は、市町村に会場地市町村実行委員会を設置すること

ができる。 

（８）開催地都道府県実行委員会は大会終了後、できるだけ速やかに報告書を作成し、関係機関・

団体に配付する。 

 

17 競技種目別大会の実施要項 

（１）大会で実施する競技種目については、本連盟各競技専門部と開催地都道府県実行委員会が

協議の上、実施要項案を作成し、夏季・冬季大会とも、原則として大会開催前年度の８月末

までに総体中央委員会に提出する。 

（２）競技種目別大会の実施要項に記載する内容は次のとおりとする。作成にあたっては別紙「競

技種目別大会実施要項作成基準」による。 

  ア．期日 

  イ．会場 

  ウ．競技種目 

  エ．競技日程 
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  オ．競技規則 

  カ．競技方法 

  キ．引率・監督 

  ク．参加資格 

  ケ．参加制限 

  コ．参加申込 

  サ．参加料 

  シ．表彰 

  ス．宿泊 

  セ．諸会議 

  ソ．組合せ 

  タ．個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについて 

  チ．連絡事項（その他） 

（３）競技種目別大会の実施要項及び申込用紙は、夏季大会については４月 20 日、冬季大会につ

いては 10月１日までに、開催ブロック各都道府県実行委員会より各都道府県高等学校体育連

盟事務局宛に送付する。 

 

18 参加申込み 

（１）都道府県大会、または地域大会において選抜または選考されたものについて、都道府県高 

等学校体育連盟会長は当該校長と連署して所定の様式により定められた期限までに、会場地

市町村実行委員会（市町村実行委員会が設置されてない場合は都道府県実行委員会）、その

他実施要項に記載される宛先に都道府県高等学校体育連盟会長の責任のもとに申込むものと

する。 

（２）申込み期限は総体中央委員会で決めるが、原則として開催日の４週間前とする。 

（３）申込先等、申込みの詳細については、競技種目別大会実施要項の記載に従う。 

（４）上記の申込み期限を過ぎた場合は参加できない。 

 

19 大会参加料 

（１）大会参加者は参加料を納入する。 

（２）参加料の額は、総体中央委員会で決定する。 

（３）参加料は会場地市町村実行委員会（会場地市町村実行委員会が設置されてない場合は都道

府県実行委員会）に納入する。 

（４）参加料は競技種目別大会運営費にあてる。 

（５）参加料以外に大会運営費の一部を参加者から徴収する場合は、総体中央委員会の承認を得

なければならない｡ 

 

20 大会参加章（ＩＤカード等） 

（１）参加章は大会に参加する大会役員、競技役員、運営役員及び補助員と都道府県選手団本部

役員、選手、監督及び報道員並びに会場地市町村実行委員会（市町村実行委員会が設置され

てない場合は都道府県実行委員会）が必要と認めたものに支給する。 

（２）参加章は大会参加を証するもので、当該競技会場に入場することができる。但し、開催地

都道府県実行委員会は、会場の都合により入場に制限を加えることができる。 

（３）参加章の意匠は毎年新しくし、各競技種目別大会同一とする。ただし、冬季大会について

はこの限りでない。 
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（４）参加章の意匠は開催ブロック都道府県実行委員会で検討し、本連盟会長の承認を得た後、

実行委員会が作成する。 

（５）開催地都道府県実行委員会は、必要に応じて共通参加章を作成・支給することができる。 

21 大会の式典 

（１）夏季大会の総合開会式は、開催ブロック都道府県実行委員会が選定した会場において、同

実行委員会が指定した競技種目の選手・役員が参加し行う。なお、冬季大会の開会式は各会

場地で行う。 

（２）夏季大会の総合開会式に参加した競技種目が特に必要と認める場合は、総体中央委員会の

承認を得て、別に競技種目ごとの開会式を行うことができる。 

（３）閉会式は原則として、それぞれの競技種目ごとの競技会場で行う。 

（４）「総合開会式式典基準」は別に定める。 

 

22 表  彰 

  各競技種目とも、上位入賞校(者)に大会会長より賞状及びメダルを授与する。団体優勝校に

は、本連盟会長杯、文部科学大臣杯及び賞状を授与する。競技種目ごとの入賞数は、各競技種

目別大会の実施要項に定める。 

 

23 プログラム 

（１）プログラムは競技種目別大会プログラムとする。 

（２）競技種目別大会プログラムには、商業広告を掲載することができる。掲載した広告料の収 

  入は開催都道府県もしくは会場地市町村の実行委員会が収受する。なお、プログラム収入の

会計処理については、開催都道府県もしくは会場地市町村の実行委員会が当たる。 

（３）プログラムは有料で頒布することを原則とする。ただし、次については無料とする。 

  ア．競技別団体（関係種目のみ）             ５部 

  イ．競技役員（関係種目のみ）              １部 

  ウ．都道府県高等学校体育連盟（全競技種目）       ２部 

  エ．競技種目別都道府県代表監督（関係種目のみ）     １部 

  オ．参加校各校につき（団体関係種目のみ）        ２部 

  カ．報道関係者                申込人数の 1/4 

    ただし単独競技取材社（関係種目のみ）        １部 

  キ．本連盟（全競技種目）                ４０部 

 

24 都道府県選手団役員編成 

（１）都道府県選手団本部役員の編成は、各都道府県高等学校体育連盟が次の基準により編成す

る。 

  ア．夏季大会は団長、副団長、総務併せて 10 名以内 

  イ．冬季大会は団長、副団長、総務併せて５名以内 

（２）都道府県選手団本部役員の参加申込みは、開催ブロック都道府県実行委員会に申し込まな

ければならない。 

 

25 大会の経費 

  大会の準備並びに運営のための経費は国庫補助金、開催ブロック都道府県補助金・負担金、

会場地市町村補助金・負担金、本連盟負担金、助成金、参加料、寄附金、協賛金等でまかなう。 
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26 宿 泊・弁 当 

≪夏季大会≫ 

（１）都道府県の本部役員・選手・監督及び視察員、大会役員、競技役員及び報道員への配宿業

務及び弁当調達業務は、本連盟が統括する配宿担当企業が準備し担当する。なお、エントリ

ーした選手、監督は宿泊・弁当調達要項に基づき、所定の様式により都道府県高等学校体育

連盟会長の責任のもとに期日までに申込むものとする。 

（２）開催地都道府県等実行委員会は本連盟及び配宿担当企業と連携して配宿・弁当調達業務に

あたる。業務分担については別に定める。 

（３）宿舎は，本連盟が統括する配宿担当企業と開催地都道府県内旅館組合等で協議の上、選定 

  することとし，原則として旅館業法上の許可を受けて営業を行うホテル、旅館及び簡易宿泊 

  所（以下「旅館等」という）の中から選定し、競技種目別大会参加者の宿舎は、可能な限り 

  競技会場地及びその周辺地域の旅館等を確保するものとする。競技会場地及びその周辺地域 

  の旅館等で大会参加者の収容が困難な場合は、地域の実情に応じて、公的宿泊施設等を確保 

  するものとする。風紀上、衛生上又は防災上支障があると認められる宿舎は選定しないもの 

  とする。 

（４）１人の宿泊に要する広さは、少なくても消防法の定める限度を下回ってはならない。 

（５）宿泊料金及び弁当料金は本連盟と配宿担当企業が協議の上、予め開催地都道府県内旅館組

合、弁当調達業者等と協定したものについて、大会開催の前年の８月末までに総体中央委員

会に提出する。 

 

  なお、夏季大会における配宿センターの設置場所については、開催地都道府県実行委員会と

本連盟が協議する。 

 

≪冬季大会≫ 

（１）都道府県の本部役員・選手・監督及び視察員、大会役員、競技役員及び報道員の宿舎は、

開催地都道府県実行委員会が準備し配宿する。なお、エントリーした選手、監督は宿泊要項

に基づき、所定の様式により都道府県高等学校体育連盟会長の責任のもとに期日までに申込

むものとする。 

（２）夏季大会の（２）に準ずる。 

（３）宿舎は，開催地都道府県実行委員会と同旅館組合等で協議の上選定する。 

（４）夏季大会の（４）に準ずる。 

（５）夏季大会の（５）に準ずる。 

 

27 交  通 

（１）競技会場への移動は公共交通機関の利用を原則とする。 

（２）公共交通機関での移動が大会運営上支障があると判断される場合、開催ブロック都道府県・

会場地市町村実行委員会は、できる限り大会参加者の集散及び競技会場への必要な交通上の

便宜を計るものとする。 

   但し、シャトルバス等を運行する場合は、受益者負担を原則とする。 

（３）シャトルバス等を計画する場合は、大会ホームページ等に掲載するなど、参加者が利用時

間、利用料金等を事前に把握できるよう情報提供に努める。 

 

28 報道・記録処理 

（1）開催ブロック都道府県は、開催期間中の記録センター及びプレスセンターを設置し、
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その経費を負担する。 

（2）報道員の範囲は新聞社、雑誌社、ラジオ、テレビ、ニュース映画社の所属社員で日本新聞協

会、雑誌協会、写真記者協会、ニュース映画記者協会にそれぞれ加入している者及び主催者

が許可したものに限る。 

（3）報道員に開催地都道府県実行委員会で作成した報道員章（腕章・帽子・ＩＤカード等）を貸

与し、その報道員章によって各会場に入場し取材することができる。各会場では指定された

場所で取材しなければならない。 

（4）放送に関しては、本連盟と日本放送協会が締結した契約内容を優先する。 

(5) 記録処理業務は、本連盟が委託業者を選定し、その費用を負担する。 

(6) 開催ブロック幹事都道府県等実行委員会は本連盟及び委託業者と連携して記録処理業務に

あたる。 

 

29 肖像権 

(1) 肖像権の取扱いについては、本連盟が別途定める「肖像権等の取扱規程」による。 
(2) 開催ブロック、開催地都道府県実行委員会が定める「個人情報及び肖像権に関わる取り扱

いについて」を競技種目別大会実施要項及び競技別プログラムに掲載するとともに、競技会

場に公示する。 

 

30 入場料 

  総合開会式及び競技種目別大会の入場料徴収については、これを徴収することも可と

する。徴収する際の料金等は、開催地都道府県実行委員会が関係機関と協議して設定し、

総体中央委員会の承認を得なければならない。 

 

31 緊急時の対応 

  緊急時の対応については、開催地都道府県実行委員会が別に定める。 

 

32 高校生活動 

  開催地都道府県教育委員会と開催地都道府県高等学校体育連盟は、全国高等学校総合体育大

会の開催の趣旨を踏まえ、地元高校生の多様な活躍の場を教育活動の一環として積極的にと

らえ、広く関係団体とも連携を図り、意図的・計画的な活動として組織する。大綱を別に定

める。 

 

33 補 則 

  この大会開催基準要項に定めるもののほか、大会を開催し、運営するために必要な事項につ

いては、総体中央委員会において審議し、決定する。ただし、本連盟理事会での判断を求める

必要のある事項と認めるときは、意見を付して理事会に提議しなければならない。 

 

 

 

附   則 

本要項は昭和 39 年度大会より発行する。 

 昭和 41年 11 月 第一次改正 

 昭和 45年 11 月 第二次改正 

 昭和 49年  4 月 第三次改正 
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 昭和 52年 11 月 第四次改正 

 昭和 55年 11 月 第五次改正 

 昭和 57年 5 月 第六次改正 

 昭和 63年 5 月 第七次改正 

 平成 5 年 5 月 第八次改正 

 平成 5 年 11 月 第九次改正 

 平成 8 年 11 月 第十次改正  ［出場は同一競技３回まで］［外国人留学生もこれに準ずる］ 

 平成 9 年 4 月 第十一次改正 ［統廃合対象校の参加］ 

 平成 9 年 11 月 第十二次改正 ［４月２日以降に生まれたもので、19歳未満のもの］ 

 平成 11年 5 月 第十三次改正 ［中国等帰国生徒］ 

 平成 12年 11 月 第十四次改正 ［４月２日以降に生まれたものとする］ 

 平成 16年 3 月 第十五次改正 ［引率・監督［中国等帰国生徒］［中央委員会承認事項］ 

［会長承認事項］［交通］［中等教育学校］他全体 

 平成 17年 3 月 第十六次改正 ［大会申請書の提出について］［大会の内容（４）］ 

［実行委員会（４）中央委員会の承認］ 

［宿泊（５）宿泊料金の決定］ 

 平成 18年 12 月 第十七次改正 ［大会開催地の決定］ 

 平成 20年 3 月 第十八次改正 「大会参加資格の改正」 

 平成 20年 12 月 第十九次改正 「入場料について」 

 平成 21年 5 月 第二十次改正 「大会参加資格 72 条、115 条の改正」 

 平成 22年 3 月 第二十一次改正「主催の改正」 

 平成 23年 3 月 第二十二次改正「決定主体明確化」「開催地の決定」他 

 平成 24年 9 月 第二十三次改正「共催、休学・留学の扱いの追記、宿泊の改正」 
 平成 25年 4 月 第二十四次改正「プログラムの改正、高校生活動の追記、配宿センター・記

録センター等の追記」（なお、この変更は、平成 26 年度か

らの適用とする。但し、３主催、15競技種目別大会の運営、

24 都道府県選手団編成について改正は、平成 25 年度より

適用する。） 

 平成 25年 9 月 第二十五次改正「大会参加資格」の項、字句修正・追記 

 平成 28年  5 月 第二十六次改正「ブロック開催に伴う字句修正」「後援の改正」「宿泊・弁当

の改正」「インターハイマスコットキャラクター及びロゴマーク・

エンブレムマーク、肖像権の追記」 

平成28年6月1日から施行 

 

平成 30 年  5 月 第二十七次改正「後援」の項の団体名改正、「大会開催時期及び期間」の項

の追記、「引率・監督」の項の追記、高体連マーク・インター

ハイマスコットキャラクター及びロゴマーク・エンブレムマ

ークの項の一部修正、実行委員会の項の一部修正、プログラ

ムの項の一部修正 
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   公益財団法人全国高等学校体育連盟競 技者 及 び 指 導 者 規 程 

 

第１章  総  則 

第１条（目的） 

 高等学校における体育・スポーツ活動は、学校教育の一環として行われるものであり、その活動は

アマチュア・スポーツマン精神に則り実施されなければならない。公益財団法人全国高等学校体育連

盟（以下本連盟）は、競技者及び指導者の保護と健全な体育・スポーツ活動の推進を図るため、基本

的事項について定める。 

 

第２条（規程の適用） 

 この規程は、以下の競技者と指導者に適用する。 

（１） 競技者とは、都道府県高等学校体育連盟（以下都道府県高体連）に加盟する学校教育法第１

条に定められた高等学校の生徒で、都道府県高体連当該競技専門部を通して全国高体連当該

競技専門部に登録した者をいう。 

ただし、別途定める規定によって大会参加を認められた競技者も含める。 

（２）指導者とは、本連盟役員及び本連盟が主催する大会の役員、監督・コーチ・引率者をいう。 

 

第２章  競 技 者     

第３条（競技者のあり方） 

（１）高等学校の生徒として、体育・スポーツ活動を通して自己研鑽に努める。 

（２）競技規則はもとより社会生活におけるルールとマナーを守り、フェアプレイの精神に徹する。 

（３）体育・スポーツ活動を通してお互いの友情を深めるとともに、ボランティア活動等にも積極的    

に参加する。 

（４）スポーツ活動を行うことによって、物質的な利益を自ら受けない。 

（５）スポーツ活動によって得た名声を、自ら利用しない。 

 

第４条（競技者の禁止事項） 

（１）大会参加により授与される賞金、高価な商品を受領すること。 

（２）企業等から入社契約もしくはこれに準ずるものの前渡しや、金品の支給、貸与等の物質的利益    

を受けること。 

（３）各種大会に参加するための旅費その他の経費を、当該校関係又は大会主催者以外から受領する    

こと。 

（４）自分の氏名、写真、競技実績を広告等に使用すること。ただし、本連盟が認めた場合を除く。 

 

第５条（大会等への参加） 

（１）競技者が大会等に参加するときは、在学校校長の責任によって申し込むものとする。 

（２）競技者が本連盟の主催する以外の大会等に参加しようとするときは、あらかじめ在学校校長の    

出場承認を得て、所属する都道府県高体連会長に届け出るものとする。 

 

第３章  指 導 者     

第６条（指導者のあり方） 

（１）指導者は、高等学校における体育・スポーツ活動の発展と心身ともに健全な競技者育成のため、    

競技者の模範となるよう努める。 

（２）高等学校における体育・スポーツ活動は、学校教育の一環として行われることを踏まえて指導     
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にあたる。 

（３）競技規則を守り、人権の尊重に十分配慮して指導にあたる。 

（４）禁止事項については第４条（競技者の禁止事項）を準用する。 

 

第４章  罰  則 

第７条（罰則） 

 競技者及び指導者が本規程に違反し、品位を損ない、本連盟の名誉を傷つけたときは当該専門部及

び都道府県高体連と協議の上、罰則を与えることができる。 

 

第５章  改正その他 

第８条（改正その他） 

 本規程の改正及び実施に関して必要な事項の制定は、理事会の決定により行うことができる。 

 

附 則 

   平成１４年５月３０日より施行 

   平成２４年４月１日 一部改正「公益財団法人への移行に伴う表記の訂正」 

   平成２５年 5 月２１日 一部改正「加盟と登録の区別」 

 

【 参 考 】  
 
「 加 盟 」 及 び 「 登 録 」 に つ い て の 概 念 規 定 に つ い て  

 

●一般的には、  

「加盟」；団体や組織に一員として加わり、団体組織を支えること 

「登録」；申請により、団体や組織の公簿に氏名等を記載し、その 

ことによって大会出場等が認められること 

と言われている。 

 

●したがって、規程中の「加盟」「登録」については、 

今後、以下のように概念規定する。 

 

「加盟」；都道府県高体連へ加入すること 

        例 ； ○ ○ 県 高 体 連 に 加 盟 す る   

 

「登録」；大会出場を前提とし、都道府県高体連当該競技専門部を 

     通して全国高体連に氏名等を提出し、当該競技専門部の 

名簿に登載すること 

（登録することによって大会出場が認められる） 

        例 ； ● ● 専 門 部 に 登 録 す る   

 

 

 

  ※ 登 録 し な け れ ば 、 イ ン タ ー ハ イ に つ な が る 都 道 府 県 大 会 に も  

出 場 す る こ と は で き な い 。  
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競 技 者 に 関 す る 別途 規 定  

 (公財)全国高等学校体育連盟 

 

 中央競技団体には、プロ扱い競技者の登録を区別している中央競技団体と、これを区別してい

ない中央競技団体がある。 

 この現状を踏まえ、公益財団法人全国高等学校体育連盟（以下本連盟）は、前者については中

央競技団体の取り決めに従うものとし、後者については条件が整備されるまでの間、競技者の不

利益とならないよう配慮するために、本別途規定を設ける。 

 

１ プロ扱い競技者とは、企業等と契約を交わし、競技に関係して金品の授受がある者を言う。 

２ 各競技専門部は、プロ扱い競技者が本連盟主催の大会に参加しようとする場合、選手登録に

際し、次の事項について指導すること。 

（１）本連盟「競技者及び指導者規定」の趣旨を尊重するとともに、本別途規定の内容を確認し、

関係企業等にも周知徹底すること。 

（２）全国高等学校総合体育大会等本連盟主催の大会に参加しようとする場合、以下の項目を確

認のうえ申請し、許可を得ること。 

  ア 都道府県予選大会（これに付随する各予選大会を含む）より参加するものとする。 

  イ 大会日程およびタイムテーブルの配慮はしない。 

  ウ 全国高等学校総合体育大会等本連盟主催の大会参加に関して、宣伝広告を行ったり金品

の授受があってはならない。 

  エ 大会（予選を含む）には、学校対抗の選手として参加を許可するものであり、ユニフォ

ーム等は所属校のものを着用しなければならない。 

  オ 本人の氏名・写真、競技実績等の広告への掲載、テレビ広告等への出演は、本連盟がス

ポーツ振興上有益であると認めた場合は許可する。 

３ 本別途規定が適用される競技専門部は、本連盟「競技者及び指導者規定」を尊重し、中央競

技団体と、プロ扱い競技者の登録を区別する等選手登録について条件整備を行うものとする。 

４ 本別途規定に違反する行為があった場合は、「競技者及び指導者規定」第７条（罰則）を準

用する。 

 

平成２０年３月３日 制定 

 平成２４年４月１日 一部訂正「公益財団法人化に伴う文言訂正」 
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複数校合同チームによる大会への参加についての考え方 

 

 運動部活動部員数の減少が深刻な状況にある学校が増加したこともあり、全国的に複数

校合同での部活動が進められている。 

複数校合同チームによる大会参加についての社会的要請があることを受け、部活動活性

化のために本連盟が平成１４年３月に認めた団体競技種目における複数校合同チームによ

る大会参加は、あくまで部活動にひたむきに取り組んでいる生徒に発表の場を提供するた

めの教育的配慮に基づくものである。 

したがって、各学校の部活動運営にあたっては上記の趣旨を踏まえ、創意工夫を凝らし

て部員数の確保に努めるとともに可能な限り学校単位での大会参加が出来るよう努力する

べきものと考える。 

  これらの考え方に基づいて、複数校合同チームによる大会参加については以下のように

取り扱うこととした。 

 

１．部員不足に伴う複数校合同チームの大会参加について 

 （１）全国高等学校総合体育大会は学校対抗制を原則としている。したがって、各学校

を単位として大会に参加することが要件となるため、部員不足に伴う合同チームの

参加は認めない。 

（２）各都道府県高体連及び専門部においては、各都道府県の大会等の参加に関する基 

準等を検討し、実施可能な専門部から合同チームが成果を発表できる場を設けるよ

う努力する。その際，合同チームの編成が勝利至上主義的発想で行われることのな

いよう十分留意する。 

 

２．学校の統廃合（設置者による学校の廃止及び廃止を伴う複数の学校の統合で、募集停

止を伴うものをいう、以下同じ）に伴う複数校合同チームの大会参加について 

 （１）学校の統廃合は行政を含む設置者の都合によるものであるので、当該校に在籍す

る生徒の活動を保障するために、統廃合完了前の 2 年間に限り合同チームを組んで

全国高等学校総合体育大会に参加することを認める。 

 （２）統廃合の予定があっても合同チームを編成せず、単独チームで出場することもで

きる。これについては学校毎ではなく、部活動毎に取り扱うものとする。 

 （３）同一競技において、選手が単独チームと合同チームの両方から大会に出場するこ

とはできない。 

 

平成 14 年 3 月 9 日より施行 

平成 19 年 3 月 3 日 改正 

平成 25 年 5 月 21 日 一部改正「募集停止を伴うもの」追記 
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外国人留学生の全国高校総体参加について 

 

外国人留学生の全国高校総体（以下「インターハイ」という）参加については、開催基準要項「12」

の大会参加資格を有し、在籍する高等学校を卒業する目的で入学した生徒（短期留学は不可）である

ことが定められている。 

 外国人留学生が日本の高等学校に在籍するということは、「当該校において、日本の高校生ととも

にその学校の教育課程に沿って学習すること」であり、そのことが全国高体連としての基本的な考え

方である。 

 しかるに、書面上あるいは手続上在籍しているものの現に学習活動を行っていない生徒は、インタ

ーハイの「高等学校に在籍する生徒の健全な発達を図る」との目的に沿わない生徒であって、インタ

ーハイへの参加を認めることはできない。 

 全国高体連では平成６年に「外国人留学生の大会参加について」の規程を定めるとともに、以後必

要に応じて一部改正等を行いながら、外国人留学生のインターハイ参加について適正化に努めてきた。 

 参加にあたっては下記の事項及び補足事項等を遵守すること。 

 

記 

 

１ 参加生徒は、開催基準要項｢12｣の大会参加資格を有すること。 

２ 参加生徒は、在籍する高等学校を卒業する目的で入学した生徒であること。 

３ 参加人数枠は、エントリー数の概ね 20％以内を原則とし、専門部ごとに定め理事会で決定する。 

 

補   則 

 

(1) 卒業目的とは、卒業に必要なすべての単位を履修・修得することをいう。 

(2) 参加人数のエントリー数は、団体種目と個人種目に分けて考える。 

①  団体種目では、大会要綱に定められたエントリー数（補欠を含む）の概ね 20%以内とす

る。 

②  個人種目では、各学校のエントリー数(種目数ではない)の概ね 20%以内とする。ただし、

当該校のエントリー人数が５人未満の場合は、１人以内とする。 

(3) 大会参加資格の確認方法 

①  大会主催者は参加資格（生年月日）と修学意志の確認のため出身国ならびに入国管理局

の認証する在留資格（いずれもコピー可）の提出を求めることができる。 

②  当該都道府県高等学校体育連盟は参加資格の確認のため、毎年、在留資格書ならびに在

籍校長の証明する単位履修・修得書の提出を求めることができる。 

③  外国人留学生選手登録および大会参加申請書に添付する書類について 

（ア） 「４月入学の外国人留学生」の概念等 

４月当初に行われる入学式において、当該校長から入学を許可され、他の日本人高校生とと

もに、在籍校において卒業を目的として３年間継続して修学する生徒を指して、４月入学の

外国人留学生という。 

（イ） 申請時添付書類 

・入学許可証 写（登録更新時は、学年修了証または単位修得証明書 写） 
・在留資格証明書 写 
・パスポート 写 
・就学ビザ 写 
・外国人登録証明書（もしくは外国人登録証明書交付予定期間指定書）写 
 または在留カード（平成 24 年 7 月 9 日に新しい在留管理制度が導入されたため） 写 
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（ウ） 夏季・冬季インターハイ出場を目指す外国人留学生の出場申請について 

≪夏季インターハイ≫ 

      基本的には上記４月入学の外国人留学生が対象となる。夏季インターハイ予選（都道府

県総体）の出場希望種目申込締切日までに、必要な資料を添えて登録及び出場申請（様式

1-①、ただし登録更新者については、様式 1-②）を行ったうえで、大会参加申込みを行

う。 

インターハイ都道府県予選（地区・支部予選を含む）の出場希望種目参加申込締切日

までに修学していることは、「外国人登録証明書の登録日」もしくは「在留カードの交

付日」により確認する。但し、外国人登録証明書の発行がなされていない場合には、外

国人登録証明書交付予定期間指定書により確認する。 

≪冬季インターハイ≫ 

   ４月入学の外国人留学生の冬季インターハイへの参加については、基本的には夏季イン

ターハイと同じ流れであるが、登録及び出場申請（様式 1-①）については、夏季インター

ハイ予選（都道府県総体）の最終申込締切日（△1）以前に行うことが必要であり、修学の

事実が証明できる資料が不可欠である。そのうえで、冬季インターハイ予選（都道府県大

会）の申込締切日までに、大会参加申込みを行う。よって、夏季インターハイ予選の最終

申込締切日以降に修学開始の生徒は、その年度の冬季インターハイへの出場も認められな

い。 

ただし、４月入学・修学の留学生で、入学当初入部せず、年度途中から入部し、大会出

場の希望がある場合には、冬季インターハイ予選（都道府県大会）の申込締切日までに、

登録及び出場申請（様式 1-①）と大会参加申込みを行う。その際、都道府県専門部長は、

都道府県高体連事務局に当該都道府県の夏季インターハイの最終申込締切日を確認し、当

該留学生がその日までに修学している事実を確認する。 

【△１：夏季インターハイ予選（都道府県総体）の最終申込締切日とは、都道府県に 

よっては、種目によって申込締切日が異なるため、各都道府県の種目の中で申込締切日

が最も遅い種目の申込締切日のことである】 

なお、制度として後期入学を規定している単位制の高校で、正規の手続きを経て、受入

校が入学を許可する場合は、「外国人登録証明書の登録日」もしくは「在留カードの交付

日」が予選申込締切日までであれば、冬季インターハイへ参加できることとする。 

 

＊  夏季・冬季インターハイともに、出場資格を有するのは基本的に４月入学の外国人留学生とな

る。やむを得ない事情で入学許可や修学が遅れることも考えられる。 

しかし、このような場合においても，出場及び登録申請の締め切りは、理由の如何にかかわら

ず，夏季インターハイについては、その出場希望種目の予選（都道府県総体）申込締切日、冬季

インターハイについては、夏季インターハイ予選（都道府県総体）の最終申込締切日（上記△１

参照）までとする。 

また、上記最終申込締切日以降に入学許可された外国人留学生は、夏季・冬季を含め、その年

度のインターハイに出場することはできない。 

 

（エ）都道府県高体連専門部長は、上記（イ）の他、必要に応じ、当該校に対して、その他の

書類の提出を求めることができる。 

（オ）大会参加申請（外国人留学生選手登録(または登録更新)申請を含む）には、別紙様式１-

①または②（学校⇒専門部）・２（専門部⇒高体連）を使用する。 

(4) インターハイに出場する外国人留学生の中で、途中帰国する者があった学校に対する取り
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扱い 

①  インターハイに出場する外国人留学生の中で、途中帰国する者があった学校に対し、当

該都道府県高等学校体育連盟は、当該校に対し理由説明を求めることができる。 

②  調査の結果、途中帰国する理由が正当と認められない場合には、参加資格違反とみなし

「競技者及び指導者規程」により処理する。 

(5) ９月入学の生徒（留学生・帰国生徒を含む）の出場においては開催基準要項の 12(6)に準

ずる。 

(6) 留学先から帰国した生徒の扱いは開催基準要項の 12(6)に準ずる。 

≪開催基準要項 12 大会参加資格 (6)≫  

転校後６ヶ月未満のものは参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）  

但し、一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認

可があればこの限りではない。 

 

附則 この改正は、平成２６年４月１日から適用する。 

 

 

 

 

   平成６年 11 月 15 日  制  定  「外国人留学生の大会参加について」 

   平成７年 ５月 30 日  一部改正  「20％枠の適用」 

   平成 14 年５月 30 日  一部改正   「在留資格」 

   平成 15 年３月 ８日  一部改正  「競技者及び指導者規程」の適用 

   平成 17 年３月 ５日  一部改正  「大会参加資格の確認方法」 

   平成 22 年 12 月 ３日  一部改正  「大会参加資格の確認方法追加」 

   平成 23 年５月 24 日  一部改正   「冬季大会参加資格の期限」 

   平成 24 年４月 １日  一部改正  「公営財団法人化に伴う文言の整理」 

   平成 25 年５月 21 日  一部改正  「条項・文言の整理及び改正」 

   平成 25 年 12 月６日  一部改正  「文言の一部訂正」 
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公益財団法人全国高等学校体育連盟 肖像権の取扱規程 

 

第１条（目的） 

 本規程は、公益財団法人全国高等学校体育連盟（以下「本連盟」という）が主催する

大会に参加または関与する、競技者および指導者ならびにその他の関係者の肖像の取り

扱いに関し、基本事項を定めることを目的とする。 

 

第２条（定義） 

 本規程で用いる用語の定義は、次の各号のとおりとする。 

(1) 本大会とは、本連盟が主催する大会の本選および予選をいう。 

(2) 競技者とは、都道府県高等学校体育連盟（以下「都道府県高体連」という）に加盟

する学校教育法第１条に定められた高等学校の生徒で、都道府県高体連の競技専門部

を通じて本連盟の競技専門部に登録した者をいう。 

(3) 指導者とは、本連盟の役員および本大会の役員、監督・コーチ・引率者をいう。 

(4) 本大会関係者とは、競技役員、運営委員、その他の各種委員、補助員、本連盟およ

び本大会に関係する機関・競技団体の関係者をいう。 

(5) 肖像とは、人の容貌・姿態および個人を特定し得る氏名・愛称・音声・記録等をい

う。 

(6) 肖像権とは、肖像をみだりに撮影もしくは記録され、または、撮影もしくは記録さ

れた肖像を公表されない権利、および、肖像のもつ財産的価値を排他的に支配する権

利をいう。 

 

第３条（肖像の管理） 

 本連盟は、次条以下に定める範囲で、競技者、指導者および本大会関係者の肖像がも

つ財産的価値を排他的に支配する権利を有し、適正に管理する。 

 

第４条（本連盟等による肖像の利用） 

１ 競技者、指導者および本大会関係者は、本連盟および本連盟が認める企業・団体・

報道機関等が次の各号の行為を行うことにつき、異議を述べない。 

(1) 本大会の開催期間中に、本大会の会場およびその周辺において、競技者、指導者

および本大会関係者の肖像を撮影し、または記録すること。 

(2) 前号により撮影または記録した肖像を新聞、雑誌、ホームページに掲載し、テレ

ビ、インターネットで放映し、広告、宣伝に利用し、または、商品化するなど営利

非営利を問わず利用すること。 

(3) 第１号により撮影または記録した肖像を有償で譲渡すること。 

２ 競技者、指導者および本大会関係者は、前項による肖像の利用について、名目の如
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何を問わず一切の対価を請求しない。 

 

第５条（第三者による肖像の利用） 

 競技者、指導者および本大会関係者は、本連盟の事前の書面による承諾のある場合を

除き、本大会における自己の肖像を第三者に利用させてはならない。ただし、本人また

はその家族が私的に利用する場合を除く。 

 

第６条（本規程の承諾） 

１ 競技者および指導者は、本大会の参加申込書の提出により、本規程を承諾したもの

とする。 

２ 本大会関係者は、本大会に関与することが決定したとき、本規程を承諾したものと

する。 

 ３ 本連盟および本大会関係者は、前二項に規定する以外の者に対し、本大会会場に来

場した場合には、本規程を承諾したものと見なされる旨、掲示、放送その他の方法に

より告知する。 

 

第７条（権利の侵害） 

 本連盟、競技者、指導者および本大会関係者は、競技者、指導者または本大会関係者

の肖像権を侵害する行為に対して、必要に応じて共同して対処するものとする。 

 

第８条（本規程に属さない事項） 

 本規程に定めのない事項が発生した場合は、原則として本連盟の基本問題検討委員会

で協議し、理事会の決定により解決するものとし、競技者、指導者および本大会関係者

は当該決定に従うものとする。 

 

第９条（改廃） 

 本連盟は、必要があると認めるときは、いつでも本規程の全部または一部を改訂し、

または廃止することができるものとする。本規程が改訂された場合は、改訂前に撮影ま

たは記録された肖像も含めて、改訂後の本規程が適用されるものとする。 

 

第１０条（違反時の措置） 

 競技者、指導者および本大会関係者が本規程に違反したときは、本連盟は、損害賠償

請求等の法的措置その他本連盟が相当と認める措置をとることができる。 

 

附則 

 本規程は、平成 29 年１月 20 日より施行する。 
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広域通信制高等学校本校及び連携校等の都道府県高体連への加盟について  
１ はじめに 
  広域通信制高等学校が多様な展開を図っている状況を踏まえ、生徒の健全な発達を促

す体育・スポーツ活動の普及・発展という高体連の目的に鑑み、広域通信制高等学校の
都道府県高体連への加盟等の取扱いについて以下のとおり申し合わせる。  

 
２ 対象校の種別 
  この申し合わせの対象とする広域通信制高等学校とは、法令上の根拠を有する広域通

信制高等学校本校並びに連携・協力する技能教育施設、協力校及び本校の管下にある学
習センター等（以下連携校等と言う）とする。  

  法令上の根拠を有しないいわゆるサポート校は対象校としない。  
 
３ 都道府県高体連への加盟 
  都道府県高体連への加盟については、各都道府県高体連が別に定める規定による。 
  都道府県高体連に加盟を希望する広域通信制高等学校本校及び連携校等は、それぞれ

の所在地のある都道府県高等学校体育連盟会長に代表者名（※注）で加盟を申請する。  
  この場合、加盟申請する本校並びに連携校等として、部活動が教育活動の一環に位置

付けられ、責任ある顧問教員の指導のもとに適切に継続して運営が行われていることが
必要である。  

 
 （※注）  

○ 本校の場合は学校長名、連携校等の場合は本校学校長・連携校等の代表者の連名  
○ 連携校等の加盟承認後は連携校等の代表者を学校長の代理として扱うことがで
きる。但し、連携校等における責任は学校長も負うものとする。 

○ 連携校等の校名標記については、連携校等名を従的に表す  
 
４ 活動状況の把握と確認 
  加盟申請に際し、都道府県高体連は部活動の状況等を把握、確認するために必要な書

類の提出を求めるものとする。  
  なお、加盟承認後、活動状況等に変更が生じた場合は代表者名で直ちに当該都道府県 

高体連に届け出るものとする。また、都道府県高体連は当該校の活動状況等について随
時確認することができる。  

 
（※提出書類等の例）  
 ア 運動部活動を教育活動の一環として位置付けている資料（学校案内、学校要覧、学

校教育計画、学校経営計画等）   
イ 運動部活動を日常的・継続的に行っているスポーツ施設等とその所在地  

 ウ 運動部の活動計画（年間・月間、活動時間帯等）、活動日誌  
 エ 学年別・年次別在籍生徒数、部員名簿（氏名、住所等）  
 オ その他必要と思われるもの  
 
５ 大会等への参加資格 
  全国高等学校総合体育大会への参加資格は開催基準要項 12 項の大会参加資格による

ものとする。また、同大会の引率責任者及び監督・コーチについても同要項の 11 項の引
率・監督によるものとする。また、連携校等の引率責任者については本校の校長が認め
る連携校等の職員とする。 

  なお、加盟対象校ではないいわゆるサポート校の都道府県高体連主催大会等への参加
については各都道府県高体連が別途定める規定に従い、適切に取り扱うものとする。 

 
 
附 則 平成 5 年 11 月 19 日制定（平成 6 年度より実施） 
    平成 19 年 3 月 3 日改正 
    平成 25 年 5 月 21 日一部改正「表記の変更」 
    平成 26 年 5 月 20 日全面改定「サポート校の加盟対象からの除外」 
    （全面改正の完全施行は平成 29 年度からとし、加盟済みのサポート校については

平成 28 年度までを経過措置期間とする。ただし、平成 27 年度以降の新規加盟に
ついてはサポート校を加盟対象外とする。）  

105



106



 
 

九州高等学校体育連盟関係 

 

 
 
 
 
 
 

 

107



2022/2/15 現在

7月8日 (金) 7月9日 (土) ～ 7月10日 (日)

7月2日 (土) 7月2日 (土) ～ 7月3日 (日)

6月24日 (金) 6月25日 (土) ～ 6月26日 (日)

7月1日 (金) 7月2日 (土) ～ 7月3日 (日)

7月8日 (金) 7月9日 (土) ～ 7月10日 (日)

7月3日 (日) 7月3日 (日) ～ 7月3日 (日)

7月8日 (金) 7月9日 (土) ～ 7月10日 (日)

7月1日 7月2日 (土) ～ 7月3日 (日)

10月14日 (金) 10月14日 (金) ～ 10月16日 (日)

6月16日 (木) 6月16日 (木) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月10日 (金) 6月10日 (金) ～ 6月13日 (月)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月21日 (火)

7月1日 (金) 7月2日 (土) ～ 7月4日 (月)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月20日 (月)

7月2日 (土) 7月2日 (土) ～ 7月3日 (日)

6月19日 (日) 6月19日 (日) ～ 6月19日 (日)

6月23日 (木) 6月24日 (金) ～ 6月26日 (日)

7月16日 (土) 7月16日 (土) ～ 7月18日 (月)

6月18日 (土) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

7月8日 (金) 7月9日 (土) ～ 7月10日 (日)

6月17日 (金) 6月17日 (金) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月20日 (月)

11月18日 (金) 11月19日 (土) ～ 11月19日 (土)

6月18日 (土) 6月18日 (土) ～ 6月19日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月20日 (月)

7月16日 (土) 7月17日 (日) ～ 7月18日 (月)

6月18日 (土) 6月19日 (日) ～ 6月19日 (日)

6月10日 (金) 6月11日 (土) ～ 6月12日 (日)

6月17日 (金) 6月18日 (土) ～ 6月20日 (月)

6月16日 (木) 6月16日 (木) ～ 6月19日 (日)

6月30日

ソ フ ト ボ ー ル

ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ

6月9日

6月10日

な ぎ な た

昭和電工武道スポーツセンター
6月6日

飛 込

(火)
熊本県立総合体育館（男子）　益城町総合体育館（女子）

6月7日バ レ ー ボ ー ル

6月3日

ひなた宮崎県総合運動公園（男子）、宮崎市清武総合運動公園（女子）

6月8日
八代市鏡体育館

(月)

6月3日

少 林 寺 拳 法

県立サッカー・ラグビー場、ふれあいスポーツランド、いぶすきフットボールパーク、白波スタジアム

(水)

鴨池公園水泳プール　飛び込みプール

(金)

6月3日

11月10日
鹿児島県高体連駅伝コース（指宿市営陸上競技場発着）

6月20日

(木)

(金)

(月)

(木)

6月6日 (月)

(金)

6月7日 (火)

6月9日

6月22日

6月10日

6月17日

6月7日

6月10日

(水)

(火)

(火)

6月7日

6月17日

(木)

SAGAサンライズパーク SAGAプラザ （総合体育館） 大競技場

バ ド ミ ン ト ン
昭和電工武道スポーツセンター

6月8日

(金)

(月)

(木)

(水)

(火)

令和4年度　全九州高等学校体育大会日程及び競技会場一覧（案）

駅 伝

競　　技　　日　　程

(金)

相 撲

久留米総合スポーツセンター（久留米アリーナ）

6月13日 (月)

開催県 申込締切日競技種目

博多の森　弓道場
弓 道

水 球
福岡県立総合プール

競 　技　 会 　場 
開　会　式

福
岡 卓 球

6月7日

6月8日
昭和電工武道スポーツセンター武道場

島原復興アリーナ

長崎市総合運動公園かきどまり陸上競技場・運動広場

6月6日
由布市湯布院スポーツセンター第１球技場

9月22日

沖
縄

沖縄県総合運動公園庭球場、奥武山総合運動公園庭球場

早水体育文化センターメインアリーナ、宮崎県体育館
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

(金)

(木)

(木)

(水)

タピック県総ひやごんスタジアム（沖縄県総合運動公園陸上競技場）

テ ニ ス

南 九 州 陸 上

柔 道

熊本市総合体育館、熊本市城南SS体育館、ウイングまつばせ体育館、宇土市民エコアリーナ　

ホ ッ ケ ー
薩摩川内市樋脇屋外人工芝競技場（人工芝Ｗ）、薩摩川内市丸山自然公園（人工芝Ｓ）

ハ ン ド ボ ー ル

鹿児島県総合体育センター体育館

沖縄県総合運動公園体育館　メインアリーナ
体 操

山鹿市総合体育館

カ ヌ ー

唐津市体育の森運動公園相撲場

ボ ー ト

ア ー チ ェ リ ー

剣 道

レ ス リ ン グ

ラ グ ビ ー

くじゅう山系（九重町）

ソ フ ト テ ニ ス

新 体 操 6月3日 (金)
沖縄市体育館

ヨ ッ ト

6月9日

6月30日 (木)

6月8日

大堂津ヨット競技場沖　　

SAGAサンライズパーク　SAGAスタ（陸上競技場）

(水)
松原河畔公園庭球場

フ ェ ン シ ン グ 6月10日 (金)

6月10日

6月15日

(金)

諫早市多良見特設カヌー競技場

空 手 道

6月8日 (水)
久留米総合スポーツセンター（久留米アリーナ）

(金)

北 九 州 陸 上

新 人 陸 上

SAGAサンライズパーク SAGAプラザ （総合体育館） 大競技場

6月10日

(金)

登 山 (金)

(水)

熊本市総合屋内プール（アクアドームくまもと）

5月30日 (月)
佐世保競輪場（トラック）、オートポリスサーキットコース（ロード）

ボ ク シ ン グ

自 転 車

富士しゃくなげ湖ボート・カヌー施設

SAGAサンライズパーク　SAGAスタ（陸上競技場）

サ ッ カ ー

競 泳

鹿
児
島

佐
賀

長
崎

大
分

熊
本

宮
崎
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